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あ d 第 1 章 はじめに               
 

１．振り返りの目的 

 

本編では令和２年度（2020 年度）から令和６年度（2024 年度）を計画期間として実施

した第１期「飛騨市総合政策指針」の振り返りを行います。 

この検証を通じて、政策項目に対してどう取り組み、結果どうであったのかを振り返るとともに、課

題を明確化し、次期総合政策指針策定に向けた方針の礎とすることを目的としています。 

 また透明性のある振り返りを行うことで、市民への説明責任を果たすとともに、今後の信頼性の高

い政策決定を支える基盤となるものです。 

 

２．第 I 期総合政策指針の概要 

 

本指針は、「人口減少先進地」として人口減少を正面から受け止めた上で、あらゆる未知の課

題に対し、どういう豊かなまちづくりが出来るかを示したものです。 

政策の大きな柱を示し、具体の事業は毎年度の予算の枠内で組み立てることを基本とし、 

「元気であんきな誇りの持てるふるさと飛騨市づくり」 を政策方針と掲げ、本市が５年後に目指

すまちの将来像を「みんなが楽しく心豊かに暮らせるまち」とし、誰一人取り残されず、互いを家族の

ように支えあえるまちづくりを目指し取り組んできました。 

 

本指針の基本目標は「元気な飛騨市づくり」、「あんきな飛騨市づくり」、「誇りの持てる飛騨市づ

くり」の３本柱であり、将来に向けて様々な施策を手を変え品を変えながら実施するものです。 

 

３．振り返りの指標 

 

振り返りにあたっては、それぞれの分野における「取り組み事項・評価」、「近年の状況・課題」を記

載しています。合わせて、市の事業実施による成果を示す「事業実施指標」（＝「KPI」）と市の基

本目標に対する理想値の２つの検証指標の数字に対する実績値の評価を行います。 

 

ただし、単に指標に対する達成・未達成を一喜一憂するものではなく、計画通り進まない中で取

り組んだ新たな事業、得られた新たな成果や手法・見えてきた課題などを市として重要視します。 
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あ 第２章 全体総括と成果            
 

１．全体総括 

 

（１）市の目指す方向性の再認識 

 

第１期の取り組みを総括的に振り返ると、計画期間の初年度から新型コロナウイルス感染症が

流行し、物価高騰や極端な人手不足などの社会情勢の変化が急激に押し寄せ、その対応を迫ら

れる中で、市が目指す「方向性」を再認識できた５年間でありました。 

  

まずその一つとして、目指す将来像「みんなが楽しく心豊かに暮らせるまち」の追求は、昨今注目

を浴びている「ウェルビーイング（心が満ち足りた状態）」の追求と同義であることを認識したことです。 

 

市民生活をきめ細かに見ながら出てくる課題に対し、柔軟かつ臨機応変に迅速に対応する中で、

ささやかでも満ち足りた気持ちを持っていただけるような身近な暮らしの満足度をあげる施策の重要

性を再認識しました。 

 

計画段階では、人口減少を真正面から受け止め、「具体的にどうするか」という点においては抽象

的な部分がありましたが、市の全分野・全方位において、市民のウェルビーイングを高めるための身近

な暮らしの満足度をあげていく施策を展開し、それを深めていくことが進むべき方向性である、と再認

識しました。 

 

２点目は、「持続可能なまちづくり」の市として取り組むべき方向性です。 

 

新型コロナウイルス感染症の脅威、世界における紛争、原油価格・物価高騰など大きな社会情

勢が、市民生活はもとより国際社会においても大きな影響を与え、人口減少もさらに進んでいく中、

市制 20 周年を迎えた飛騨市が今後も「みんなが楽しく心豊かに暮らせるまち」であるために、 

人が少なくなっても維持していけるような仕組みづくりが目指すべき方向性として見えてきました。 
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（２）事業実施における基本姿勢 

 

新型コロナウイルス感染症が流行し、物価高騰や極端な人手不足などの社会情勢の変化が急

激に押し寄せ、計画通り進まない中で、問題を前向きに捉え、一つ一つの課題に丁寧に向き合い、

現場からの声を徹底的に拾い上げ、様々な知恵と工夫で新たな施策を多数展開してきました。 

 

第１章で述べた通り、市として最も重視しているのは、こうした計画には掲載していない中で、生

み出した「新たに取り組んだ事業」です。 

 

新たに事業に着手すること、つまり、未知の課題に対し、新たな方法を生み出し、解決に導く、 

という一連の流れは、非常に大きな労力と様々な知恵と工夫が必要であり、独りよがりの考えや、現

場を無視した机上論、後ろ向きな姿勢では到底成しえません。 

 

これを成し得るためには、第１期指針でも掲げている以下、３つの基本姿勢が必要であり、第１

期の５年間において、市政運営の中でこれらを徹底的に実践してきました。 

  

ア.  対話と協働   

様々な現場で職員と市民との「対話」を徹底し、市民の声と思いを現場で直接聞き、市民の困り

感に直接対応する。様々な地域課題について皆で考え、ともに力を合わせて活動する「協働」を

進める。 

 

イ.  交流と連携  

関係人口、市民との温かい触れ合いの中で様々な文化や伝統を共有することで、賑わいと新し

い価値を創造し、市内はもちろん、飛騨地域や県内、全国の優れた人材や自治体、企業、団

体、大学との前向きな「交流」・「連携」を深める。 

 

ウ. 挑戦と前進  

  新しい発想と、失敗を恐れず改良を重ね積極果敢にチャレンジし続ける姿勢で、飛騨市発の新

たな政策を生みだし、“人口減少先進地”としての全国モデルをつくるための「挑戦」。 

  前向きな“気”を市全体で共有し、現実を直視しながらも市民が一丸となって「前進」する。 

 

こうした基本姿勢による取り組みの積み重ねにより、既存の施策の成熟度がさらに深まったことで、

新たな事業が数多く誕生し、全国的にも先駆的となっているような大きく進んだ分野も数多く出てき

ました。 
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２．取組みの成果 

 

（１）取組みの成果 

これまで取り組んできた事業を以下、①～③に区分して総括的な成果を振り返ります。 

① 新たに取り組んだ事業 ➁ 計画以上に大きく進んだ事業 ③計画通りいかなかった事業 

 

この３つの区分における具体取り組みの事業例を記載するとともに、新たに取り組んだ事業の要

因と成果について述べます。 

 

➀ 新たに取り組んだ主な事業 

 

対話と協働 による成果    市民との対話と協働から生まれてきた事業 

● 妊婦に寄り添った産前産後サポート（助産師会からの提案による新たな支援体制の創出） 

● ごみ出しサポーター制度、草刈ボランティア、除雪支援（地域の自助共助による弱者支援） 

● 新型コロナ対策「みんなにやさしいまちづくり宣言」（非難せず感染者をいたわる雰囲気創出） 

 

交流と連携 による成果    人との交流を通じて生まれてきた事業 

● 「学校作業療法室」の推進 （作業療法士と学校との連携による全国初モデル） 

● 「思春期検診」の実施     （小児科専門医師の提案に基づく全国初モデル） 

● 町並み夜間景観の検討  （世界的照明デザイナーと市民等の連携による新たな観光魅力創出） 

● 地元食材を地域資源としたまちづくり   （食の大使や生産者、飲食店等との連携） 

● 地域内外の人の交流と支えあいを創出するプロジェクト「ヒダスケ！」の確立 

（地域の困りごとと交流資源に、関係人口とのマッチングによる地域づくり、国表彰受賞） 

● 「ヒダスケ！」のしくみを応用した自然環境保全を推進する「森スケ！」 

（人の繋がりで自然を守る保全ボランティアの拡大、企業と連携したプロモーション） 

● 「企業版飛騨市ファンクラブ」の展開  （市と縁のある企業とのゆるやかな関わりづくり） 

● 公共交通の推進   （大学との連携による地域ニーズに応じた公共交通路線整備） 

 

挑戦と前進 による成果  積極的にチャレンジし、従来のものを変革した事業  

 

～ 既存取り組み発展型 ～ 

● 総合相談窓口「ふらっと」開設による総合支援体制の確立 

（あらゆる相談ごとを受け、必要な支援につなげる総合窓口の確立） 

● 飛騨市ダイバーシティ、多文化共生 

（違いをもった方が共存しながらそれぞれ幸せを追求できるまちづくり） 
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● 避難所運営防災士等による地域防災力強化 

 （防災士養成講座で認定を受けた防災士が活躍する新たな展開） 

● みやがわ考古民俗館の活性化 

 （閉館の危機にあった当該施設を石棒クラブ等の活動による機運上昇） 

● 平和検討委員会による平和都市宣言の検討 

（新型コロナを契機に、平和の大切さを普及する市独自の宣言案策定） 

● 飛騨市２０周年を契機としたまちづくり活動支援 

（20 周年を契機としたまちづくり活動の活性化） 

 

～ 地域課題追求からの発展型 ～ 

● 「NEO（＝新しい）飛騨市消防団」による消防団改革 

（消防団員負担軽減を目的とした市独自の持続可能な消防団改革） 

● 社会福祉連携法人「共創福祉ひだ」の設立 

（各法人がこれまで通り運営しながら、人材確保や相互連携を行う仕組み） 

● ジャストフィット就労実証 

（フルタイム就労が困難な方に対して、超短時間ワークなどの企業の業務づくり実証） 

● 公私連携保育所型認定こども園の開設に向けた検討 

（今後の児童減少や多様化する保育ニーズを踏まえた効果的な運営体制構築） 

● 宮川保育園の小学校校舎への併設に向けた検討 

（飛騨市学園構想の重要な位置付けである保小連携推進モデル） 

● ふるさと納税を活用して寄附を募り、経費を除いた額を交付する「元気創出支援事業」 

（地域課題解決や地域活性化に係る新たな取り組みを行う活動支援） 

 

            ～ 国事業実証型 ～ 

● 「ゼロカーボンシティ宣言」による脱炭素の取り組み 

（専門業者の伴走支援による市独自の脱炭素普及活動） 

● 地域クラブ活動化に向けた取り組み 

（交通や指導者謝礼等の課題抽出と対応策の検証）   

 

➁ 計画以上に大きく進んだ主な事業 

 

● 広葉樹のまちづくり（広葉樹の新たな活用を生み出し、都市部への商品販売。木材流通の仕組みづくり） 

● 薬草のまちづくり（官民一体で豊かな自然資源を活用した地域おこしの取り組み。 

関連書籍が販売され、全国的に注目されている） 

● 飛騨市ファンクラブ会員等による関係人口との交流 

（地域外の人と交流をさらに深め、会員数１万６千人を突破。「ヒダスケ！」事業への発展） 

● 杉崎公園や坂巻公園等の子どもが多く集まる公園環境整備 

（みんなが楽しい公園環境づくりを目指し、小学校生徒提案の夢を実現） 
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● 飛騨市学園構想の推進 （課題解決型の教育の実践。探求フェス開催による機運の上昇） 

● 姉小路市城跡・江馬氏城館跡  

（国史跡登録。様々な行事やイベントを開催し、保存の機運を高めながら保存活用計画策定） 

● 無電柱化事業、古川屋台曳行の環境整備 

（市の魅力あふれる美しい街並みを整備し、安全・安心な暮らしを確保） 

● 猛暑対策の小中学校空調整備 

（普通教室及び優先順位の高い特別教室における空調整備を計画的に実施） 

● 止利仏師伝説、まんが王国声優塾、カミオカラボ等の各町の地域資源の掘り起こし 

（それぞれの地域資源に着目し、様々なイベントや取り組みを通じたまちの活性化） 

 

➂ 計画通りいかなかった主な事業 

 

新型コロナウイルスの影響 

● 観光客数、宿泊者数等の増加取り組み 

● まちづくり拠点を中心とした新たな体験型観光、まちづくり活動創出 

 

 物価高騰による影響 

● 古川町屋内運動場の建設 

● 古川トレーニングセンターの整備 

  

(２) 得られた手法  

上記で述べた成果に加え、以下４点の効果的な手法を得ることができました。 

これらは今後の施策の中でも有効手段の一つとして今後も活用していきます。 

 

〇定点ヒアリングによる真に困っている方々を把握し、ピンポイント支援の実現 

→ 新型コロナ対策や物価高騰対策など約 200 回にわたる対策本部の開催 

   市民生活・経済状況共有会議として形を変えて継続 

 

〇市の業務を民間等の外部に委託（アウトソーシング） 

→ 若者や若い女性が多数活躍するクリエィティブな会社が複数社起業された 

 

〇非接触型の電子通貨やオンラインツールの活用 

→ 物価高騰等の緊急対策時に迅速に対応するための主要手段の一つ 

   

〇新型コロナにおける情報発信ツールの使い分け 

→ SNS や LINE、市ホームページや広報ひだ、など媒体によって効果的な情報発信 
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あ 第３章 事項別 振り返り                
 

本章では事項別に計画に対する具体の振り返りを実施します。基本目標や事業実施指標に対

する「実績値」を記載し、分析を行うとともに、所属課ごとに計画に対する取り組み事項と評価を掲

載します。合わせて、近年の状況と課題を整理することで、後継となる第２期総合政策指針の方

針の礎とします。 

 

１．元気な飛騨市づくり －しごとを守る－ 
人口減少の影響を軽減するため、地域外から所得を稼ぐ製造業、農林畜産業、観光を振興し

ようとする取り組みです。商品（地域）の魅力を高め、産業を支える人を確保します。 

 

＜基本目標に対する理想値に対する実績値と分析＞ 

評価指標 基準値 計画値    実績値 

認定農業者数 

（市「農業振興課調べ」） 

85 経営体 

（R1.12） 

90 経営体 

（R6） 

76 経営体

(R6.3) 

納税義務者一人当たり所得（市税） 

（総務省「市町村税課税状況等の調」） 

2,663 千円 

（R1） 

2,774 千円 

（R6） 

2,861 千円

(R6.3) 

観光入込客数 

（市「観光課調べ」） 

1,078,956 人 

（H30） 

1,300,000 人 

（R6） 

1,064,867 人

(R6.3) 

観光宿泊者数 

（市「観光課調べ」） 

101,564 人 

（H30） 

120,000 人 

（R6） 

82,678 人 

（R6.3） 

 

○認定農業者数 ＜農業振興課＞ 

 担い手の高齢化による経営事業縮小や離農者の増加により、認定農業者数は減少しました。 

一方で意欲的な認定農業者が、広い土地を効率的に営農していく傾向が出てきています。 

 

○納税義務者一人当たり所得  ＜税務課＞ 

 計画値より大きく上回った結果となり、これは働いている方の賃金がきちんと確保されていることを

示唆しています。 

 

○観光入込客数 ＜まちづくり観光課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の流行という不測の事態があったことから、計画値は未達となりました。 

 

○観光宿泊者数 ＜まちづくり観光課＞ 

  新型コロナウイルス感染症の流行という不測の事態があったことから、計画値は未達となりました。 
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Ⅰ 誰もが働きやすく、活躍できる元気なまち 

 

既に人口減少がかなり進行している当市では、働く世代、稼ぐ世代、消費する世代が大きく減少

しており、その中でも、人口減少による担い手不足の解消が最重要課題であると言えます。 

このため、あらゆる全ての方々が誰もが働きやすく、活躍できる元気なまちを目指します。 

 

＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画値 実績値 

トマトの新規就農者数 
9 人 

（H30） 

22 人 

（R6） 

22 人 

(R6.3) 

女性・高齢者・障がい者社会進出促進

宣言を行った事業所数 

17 件 

（H30） 

22 件 

（R6） 

14 件 

(R6.3) 

農地集積率 
40.9％ 

（R1） 

45.8％ 

（R6） 

36.1％ 

（R6.3） 

 

○トマトの新規就農者数  ＜農業振興課＞ 

 飛騨地域トマト研修所を中心に、充実した農業研修体制を確保してきたことから計画値を達成し

ました。 

 

 

○女性・高齢者・障がい者社会進出促進宣言を行った事業所数   ＜商工課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、企業全体として経済状況が停滞、物価高騰等により

自社事業の継続維持が優先される傾向にあったため未達となりました。 

 

 

○農地集積率  ＜農業振興課＞ 

 高齢化や経営難などの理由で、担い手が不足している現状から未達となりました。 

限られた担い手農家への農地集積も限界に近く、全ての農地を農地として利用・保全していくことは

困難な状況となってきています。 
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〇 多様な人材が活躍する産業の支援 

企業の情報発信力の強化や意識改革を図り、外国人材を含む域外からの人材獲得を更に促進

するとともに、障がいのある方、高齢者や子育て世代の女性など、あらゆる方々が自分にあった働き

方ができるよう、受入企業や労働者の生活等を支援します。 

 

① 全ての産業における人手不足対策の推進 

⚫ 商工会議所や商工会、公共職業安定所等との連携を強化し、人手不足対策に関する

情報やニーズを迅速に共有するとともに、事業所等が行う様々な人材確保対策を支援し

ます。 

⚫ 事業者等が事業を継続するための取り組みを支援します。 

⚫ 飛騨牛繁殖研修センター「ひだキャトルステーション」や飛騨トマト研修所の他、専業農家

等と連携した新規就農者の確保と、研修システムの構築、研修生の生活等にかかる支

援を行うとともに、様々な研修機関等との連携を推進します。 

⚫ 就農者等の冬期間の就業支援と冬期間業務となる農産物及び農産物加工品の研究・

開発を促進します。 

⚫ 伝統技術や資格・免許が必要な産業について、後継者育成や資格・免許取得を支援し

ます。 

⚫ 人材マッチング団体と連携を強化し、関係人口による産業支援体制の構築を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜商工課＞ 

商工会議所や商工会、公共職業安定所等と連携し、企業の魅力発信に資する取り組みを推

進しました。また、官民一体で新たに「飛騨市経済連合会」を設立したことで、より身近に企業等の

現場の状況・意見を把握することが可能となり、求職者側、求人側双方に対して効果的な支援強

化が図られたことで、一定の人手不足対策の効果がありました。しかし、5 年の間、市内の人手不

足はさらに深刻化している状況です。 

 

（近年の状況・課題） 

近年は終身雇用制度に依存する働き方は減少傾向にあり、個々のスキルを向上させ、転職を

通じてキャリアを形成することが一般的な社会となりつつあります。そのような状況の中で、企業として

の意識改革が求められると同時に、従業員がスキルアップを図れる魅力ある環境を提供し、持続可

能な成長を実現するための企業づくりの取り組みを一層進めていく必要があります。 

 

（取り組み事項・評価） ＜農業振興課＞  

飛騨地域トマト研修所やひだキャトルステーション、農家研修などを通じて、新規就農者の育成

を図ったほか、独立就農への支援のみならず、多様な就農形態に合わせた支援の見直しや就農支



 

  

 10 

 
 

援策全体を整理し、支援が行き届いていない農家への対策を整備することで、包括的な農業人材

の確保に一定の成果を得ることができました。しかし、依然として農業用機械や燃料代、肥料価格

や人件費高騰など農業をめぐる環境の厳しさが増しており、農業分野での人手不足も顕著になって

きています。 

 

（近年の状況・課題） 

高齢化や後継者不足、経営難などの理由で、農業継続が困難となり、農地を預けたい方が増

えている状況です。特に水稲などの土地利用型農業は、地域の集落環境を守る地域貢献型の農

業であり、持続可能な土地利用型農業の在り方を構築していくことが課題です。 

 

② 外国人材の更なる活用の推進 

⚫ 外国人技能実習生監理団体等との連携を強化し、事業者等のニーズに沿った支援を行

い、事業者同士の相互交流を促進します。 

⚫ 外国人が気持ちよく安心して飛騨市で就労できる環境整備を促進するとともに、互いに

相談し合える仲間づくりを支援します。 

 

（取り組み事項・評価）＜商工課＞・＜総合政策課＞ 

外国人技能実習生の雇用を促進する事業所支援を継続してきたことで、市内企業にとって貴重

な働き手である技能実習生が増え、一定の効果を得ることができました。 

また、事業者との意見交換やセミナーを通じて、外国人材の生活環境等における課題や現状を

把握することができました。そんな中で、「多文化共生」を目的とした市民団体が新たに発足され、

外国人材に対して雇用だけにとどまらない新たな展開も出てきました。 

 

（近年の状況・課題） 

国では技能実習生制度が廃止され、新たな制度が施行される予定となっており、これに伴う事業

者の影響を見極めて新たな事業者支援の方向性を検討していく必要があります。また、市において

も外国人が増えてきた中で、「飛騨市ダイバーシティ宣言」の一つである多文化共生を推進し、企業

で働く外国人材のみならず全ての外国人に対しても、市民が受け入れ、共に暮らせる施策を推進し

ていく必要があります。 

 

③ 誰もが働きやすい環境整備の推進 

⚫ 女性や高齢者、障がいのある方、病を抱える方など、誰もが働きやすい環境を整備する

事業者等を支援するとともに、就労される方の不安解消を支援します。 

⚫ NPO 法人等と連携し、市内事業者等のインターンシップ受入れを促進するとともに、受入

れ事業者等の負担軽減を支援します。 
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（取り組み事項・評価）＜商工課＞・＜総合福祉課＞ 

女性や高齢者、障がい者の「社会進出推進宣言」の実施事業所に対し、その実現に向けた各

種取り組みやインターンシップを積極的に行う事業者を支援したことでだれもが働きやすい職場環境

整備に一定の効果がありました。また、障がいやひきこもりなどの働きづらさを抱える人たちにとって、フ

ルタイムの雇用形態ではなく、その人の特性や能力に合わせた最適化した業務スタイルで働ける仕

事にマッチングできるような仕組み構築に向けた検証事業に取り組み、今後の可能性の検証や普

及に向けた課題整理に着手しました。 

 

（近年の状況・課題） 

 誰もが働きやすい環境整備の推進は企業理解が必須ですが、市内事業所の中でも取り組みの

進捗には差があり、従来の企業意識や働き方を根本から変えていくことが必要です。その上で、人手

不足の中、兼業、副業も含めた「一人多役」を担うような新たな仕組みを構築していくことが今後の

課題です。 

 

④ 事業者等の情報発信力強化の推進 

⚫ 事業者自らの魅力的な情報発信による人材確保力の育成を推進します。 

⚫ 事業者等の魅力的な就職情報を、情報が必要な学生や UI ターンを検討している方々

にピンポイントで届けるための情報発信を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜商工課＞ 

  民間に委託し、事業者向けセミナーを継続して実施したことで、事業所の人材確保力の育成の

一助になりました。また就職情報冊子を作成し、事業所の情報発信を推進したことで市内事業所

の就職者数に一定の効果がありました。しかし、市内事業所においては、依然として人手不足が深

刻な状況に変わりないのが現状です。 

 

（近年の状況・課題） 

 企業において、新卒採用は困難となる一方で、中途採用が一般的な採用形態となりつつあります。 

このような状況に鑑み、学生や UI ターンを検討している方だけではなく、中途採用の可能性に対応

した情報提供の検討・実施が喫緊の課題です。  

 

〇 少人数でも持続可能な産業の支援 

商業や農林畜産業、医療や介護など様々な分野における ICT 等の活用による省力化の支援を

充実します。また、新たな担い手の確保と育成支援の充実を図る一方で、少人数、小規模で最大

限の効果を生み出せる産業への転換を促進します。 
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① 効率的な事業経営の推進 

⚫ 集積可能な農地の担い手への集約を促進するとともに担い手の生活を守り、後継者育

成を推進します。 

⚫ 地域の実情に応じた営農スタイルの構築を支援します。 

⚫ 営農意欲の低下を防ぐため、狩猟体制の強化と銃猟・罠猟を主とした捕獲技術向上の

支援などにより鳥獣被害対策を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜農業振興課＞ 

 将来の担い手となる新規就農者や後継者への支援や農作業の受託による効率的な営農支援、

県営土地改良事業を進めたことで、一定の成果がありました。 また、担い手や集落営農組織を交

え、将来の持続可能な土地利用型農業のあり方を検討する協議会を新たに発足したほか、担い

手不足による耕作放棄地の増加に伴い、農地の粗放的管理（手間のあまりかからない管理）に

よる耕作放棄地の利活用や民間による新たな農地利用の可能性について検討をはじめるなど、今

後に向けた体制整備を実施することができました。 

  

（近年の状況・課題） 

 全ての農地を農地として利用・保全してくことは困難な状況となっている中で、水稲などの土地利

用型農業の持続化が大きな課題です。 

 

（取り組み事項・評価）＜林業振興課＞ 

狩猟者の高年齢化が進む中、新たな狩猟者確保支援や育成支援を実施した他、鳥獣対策サ

ポートセンターを開設し市民からの困りごとに対応できるワンストップサービスを新たに開設したことで、

鳥獣被害対策体制を強化することができました。しかし、増え続ける野生鳥獣による被害は深刻化

している状況であり、より効果的な鳥獣被害対策が必要な状況です。 

 

（近年の状況・課題） 

耕作放棄地の増加によって、鳥獣の生息域の拡大につながり、さらに被害が拡大することが懸念

されていることが大きな課題です。また、獣害防護柵の維持管理費用やより効果的な鳥獣被害対

策を講じていく必要があります。 

 

② 新技術の導入による省力化の推進 

⚫ スマート農業や遠隔医療など、新技術や新システム等の導入により省力化に積極的にチ

ャレンジする事業者等を支援します。 

⚫ 新技術の導入や技術者のスキル向上を支援し、森林施業の効率化と山の保全を推進し

ます。 
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（取り組み事項・評価）＜農業振興課＞ 

農作業の効率化や生産性向上を目指してスマート農業導入をする担い手農家を支援することで

一定の作業負担軽減に効果がありました。市としても実証実験を行い、農家が農業機器を体験す

る機会を作りましたが、全体としてその本格導入には課題が多く残っている状況です。 

 

（近年の状況・課題） 

 スマート農業機器は日々飛躍的に進化していますが、データの活用が不十分で生産性向上の効

果を最大化できていない現状です。また、初期導入コストの高さや高齢化により技術を使いこなすた

めの人材不足が大きな課題です。 

 

（取り組み事項・評価）＜地域包括ケア課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、オンライン診療のニーズが高まり、国においても大幅な規

制緩和や診療報酬の底上げがされたため、市においてもニーズ調査を実施し、神岡地区において実

証実験し、課題の抽出などを行いました。 

 

（近年の状況・課題） 

 オンライン診療を受けるための安定した通信環境や IT スキルを持つ看護師の確保などが課題で

す。また国や県における法的・制度的な整備を活用しながら、市内のニーズにあった診療体制の構

築を進めて行くことが必要です。 

 

（取り組み事項・評価）＜林業振興課＞ 

森林事業体が針葉樹、広葉樹の双方を計画的かつ効率的に整備する上で必要となる様々な

森林情報の事前把握において、ドローンやレーザー計測技術を活用し、森林データの取得、分析に

対する支援をすることで森林施業の効率化に向けた一助となりました。 

 

（近年の状況・課題） 

日々飛躍的な発展をしている ICT 分野において、通信インフラの整備やこれらの技術を扱う人材

育成が今後の課題です。 

 

Ⅱ 変革への挑戦を続け、新しい価値を創造するたくましいまち 

人口減少により地域内需要が減る中で、他と違い特色があるサービス・商品が出来なければ、更

なる地域経済の衰退が容易に予測されます。このことから、常に新しいことを考え、変化するという中

小企業の息長い挑戦を支援することにより、地域外需要の獲得に挑戦し続けるまちを目指します。 
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＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画値    実績値 

新商品開発補助制度を活用した商品等の

開発数 

3 件 

（H30） 

15 件 

（R2-R6） 

49 件 

（R2-R6.3） 

起業化促進補助制度を活用した起業者数 
15 人 

（H30） 

70 人 

（R2-R6） 

29 人 

（R2-R6.3） 

飛騨市ビジネスサポートセンター利用件数 
73 件 

（R1.11） 

400 件 

（R2-R6） 

477 件 

（R2-R6.3） 

市産広葉樹の製材品流通量 
1.7 ㎥ 

（H30） 

100.0 ㎥ 

（R6） 

291.9 ㎥ 

（R6.3） 

 

○新商品開発補助制度を活用した商品等の開発数  ＜商工課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の中で、巣ごもり需要等に適した新商品を開発する需要が増加したこ

とで計画値を大きく上回る結果となりました。 

 

○起業化促進補助制度を活用した起業者数 ＜商工課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、経済状況が停滞し、起業することが困難な状況であり未達

となりました。 

 

○飛騨市ビジネスサポートセンター利用件数 ＜商工課＞ 

  新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、創業に関する相談、資金繰り相談など、市内

事業者の気軽な相談機関として定着したことから、計画値を上回る結果となりました。 

 

○市産広葉樹の製材品流通量  ＜林業振興課＞ 

 市独自に原材料の調達（いわゆる川上）から製品の製造、販売（いわゆる川下）までの仕組

みを構築したことで、計画値を上回る結果となりました。 

 

〇 新たな事業・商品・サービスを創造する事業者の応援 

これまでの常識にとらわれず、また、時代の潮流を捉えた新しい事業や商品、サービスの創造に挑

戦する事業者を応援し、新技術の積極的な導入による経営拡大を支援するとともに、都市部や海

外など、域外の新たなマーケットに訴求し売り出す仕組みづくりを推進します。 

 

① 新たなマーケット開拓の推進 

⚫ モノづくり事業者等に寄り添った支援を行い、飛騨市を代表する産品の開発・ブランディン

グを促進します。 

⚫ 都市部や海外など、域外での新たな販路拡大を行う事業者を支援するとともに、事業者
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等がチャレンジしやすい仕組みづくりを推進します。 

⚫ 事業者等のインターネット等を活用した販路拡大を支援します。 

⚫ 飛騨市ビジネスサポートセンター等により、事業者に寄り添った伴走型の相談支援体制を

推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜商工課＞ 

市内事業者の付加価値のある商品開発・ブランディングを支援することにより、ネットショップを通じ

て大きく売り上げを伸ばした事業者や首都圏などへの販路拡大する事業者が生まれ、一定の効果

がありました。海外輸出についても専門家の伴走支援を受けながら、海外の新たな販路拡大を目

指し取り組んだことで、市内事業者の輸出契約締結に至るなど新たなマーケット開拓を進めることが

できました。 

  

（近年の状況・課題） 

大きく売り上げを伸ばした事業者がでてきた一方で、安定的なマーケット獲得の確保には物流面

やコスト面等でまだまだ課題も多く、今後も関係者と連携を図りながら多面的な営業展開が必要で

す。 

 

② 新たな革新技術の活用による経営拡大の推進 

⚫ 時代の潮流を捉えた新しい事業や商品、サービスの開発・展開等に挑戦する事業者等を

支援します。 

⚫ 新技術の導入等により、既存事業の拡大を図る事業者等を支援します。 

⚫ 商工会議所や商工会等との連携を強化し、事業者等に寄り添った経営指導や相談体

制により、中小企業を支援します。 

 

（取り組み事項・評価）＜商工課＞ 

 電子決済サービスや省エネ設備導入など事業者ニーズに合わせた幅広い包括的な支援を行った

ことで、技術活用による経営拡大に一定の効果がありました。また、飛騨市ビジネスサポートセンター

や商工団体との連携により、市内事業者に寄り添った相談体制を確立し、企業経営支援に大きく

貢献しました。 

 

（近年の状況・課題） 

 新たな革新技術は次々と出現してくる中で、市内事業者の人手不足や高齢化により、活用したく

ても活用できないケースもあるため、ソフト面での支援も重視しながら取り組んでいく必要があります。 

 

〇 自ら起業する人の支援と仕事づくり 
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起業を検討されている方がチャレンジしやすい環境を整備するなど、受入環境の充実を図るととも

に、事業を起こされた方々に対しては、地域からの仕事を供給するなど、地域全体で応援する体制

づくりを推進します。 

 

① 新たな起業者の育成と受入環境整備の推進 

⚫ 都市部等からの副業者や兼業者の支援体制を構築し、NPO 等民間団体との連携によ

りサテライトオフィスやシェアオフィスの設置を促進します。 

⚫ 起業に対する様々な支援体制を構築し、起業を検討されている方が気軽に新事業に挑

戦できる環境整備を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜商工課＞ 

市の業務を切り出し、市内事業者に受けてもらう手法を新たに実施したことで、若い女性社員が

大勢所属するクリエィティブな市内事業者が複数立ち上がり、非常に大きな効果がありました。 

その一方で、新型コロナウイルス感染症の蔓延の中で、サテライトオフィスに関する誘致支援を開

始しましたが、都市部と比べ立地面で劣後し、期待した効果には至りませんでした。 

 

（近年の状況・課題） 

 市の業務を外部に出し、民間に委ねる手法は市と事業所双方にメリットが大きく、市内経済効果

も高いことから今後も重視していく方針としています。また、従業員の兼業・副業を認めている市内

事業者は少ない状況にあり、多様な働き方を促進する受入環境を検討していく必要があります。 

 

② 地域から仕事を供給する体制整備の推進 

⚫ 起業しやすい環境を整えるため、起業者への地域内からの仕事供給等による初期の経

営安定を促進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜商工課＞ 

ビジネスサポートセンターを中心に経営相談やビジネスマッチングを始めとするソフト面を充実させた

ことや、市の業務を拡充、継続して外部委託することで仕事供給を図り、起業化した事業者の受け

入れ体制は大きく進捗しました。 

 

（近年の状況・課題） 

ビジネスサポートセンターによる支援や市の業務を外部に出し、民間の仕事を作る手法を今後も

進めていく一方で、個々の業務内容に応じた地域内の仕事供給には限界があることから、受け手

側である起業者の体制も、兼業、副業を含めた柔軟かつ臨機応変な対応が可能となるような体制

づくりを進めていく必要があります。 
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〇 地域資源を活かした産業づくり 

 当市面積の93％を占める森林のうち、その約70％を占める豊富な地域資源である広葉樹をブラ

ンディングし、新たな産業として確立するほか、薬草やえごまなど当市の特徴のある地域資源から新

たな産業を生み出します。 

 

① 広葉樹を活用した産業・まちづくりの推進 

⚫ 飛騨市（地域）産広葉樹に関わる関係者の連携を強化し、広葉樹のまちづくりに関す

る取り組みを全国に PR するなど広葉樹活用を推進します。 

⚫ 全国で広葉樹の活用に取り組んでいる他自治体や事業者等の関係者との連携により、

関係者相互の交流や商品の共同開発、販路開拓のための PR を推進します。 

⚫ 広葉樹生産・流通・加工・製造事業者等との連携により、小径木を中心とした多様な広

葉樹の流通の新しい仕組みづくりを推進します。 

⚫ 小径材の新たな活用方法を研究し、小径木広葉樹を高価格で販売できる新商品の開

発を推進します。 

⚫ 他自治体や岐阜県、林業事業者等との連携により、広葉樹林の高付加価値化に必要 

な知見・技術を有した人材育成を促進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜林業振興課＞ 

 これまで積極的に活用されてこなかった広葉樹を飛騨市の重要な資源として位置づけ、広葉樹生

産・流通・加工・製造事業者等が連携した「飛騨市広葉樹活用推進コンソーシアム」を設立し、市

独自の広葉樹流通の仕組みづくりに取り組んだことで、新たな経済循環の創出につながり、全国的

にも高い評価を得て、市の先駆的な政策の一つとなりました。 

 また、人材育成の面からも、地域おこし協力隊員が知見・技術を有した経済循環の一角を担う事

業者として起業するなど、市内経済にとっても大きな成果がありました。  

 

（近年の状況・課題） 

 全国的にも国産広葉樹が注目され始めたことで、飛騨市の取り組みが全国モデルになっていること

に加えて、昨今の社会情勢により、環境面から見た飛騨市産広葉樹の新たな価値の創出に取り組

んでいく必要があります。 

 

② 薬草を活用した産業・まちづくりの推進 

⚫ 薬草の振興に関わる NPO や市民団体、企業等と連携し、薬草活用拠点施設「ひだ森

のめぐみ」を核とした薬草料理教室や薬草活用体験会、フェスティバルなどの実施により薬

草活用を促進します。 

⚫ 全国の薬草活用自治体や団体等との連携を強化し、薬草を活かしたまちづくりの PR を
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推進します。 

⚫ 市民や観光客に身近に薬草を感じてもらうため、薬草を活用した商品・料理等の開発・

提供を行う事業者等を支援します。 

⚫ 大学や専門機関等との連携を強化し、薬草の食品としての栄養や薬理効果等について

調査研究を進め、市民の健康寿命の延伸を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜まちづくり観光課＞ 

一貫して官民協働による取り組みを継続し、定期的なイベント開催、情報発信などを行った結果、

これまでの取り組みが書籍化されるなど、全国的に認知度が向上し、市の先駆的な政策の一つとな

っています。また、市民の中にも薬草を自身の生活に取り入れる動きが広がっており、拠点施設「ひ

だ森のめぐみ」を中心とした薬草のまちづくりの取り組みは大きく飛躍しました。 

 

（近年の状況・課題） 

 まちづくりとしては一定の成熟度に達しているものの、観光誘客コンテンツとして仕組み化されていな

いため、滞在にまで結び付いておらず、市の「まちづくり観光」の主要コンテンツとしての受け入れ体制

整備が必要です。また市内においても、本取組を牽引する中核組織以外の企業や飲食店にまで

浸透していないのが現状で、これを広げていく取り組みが必要です。 

 

③ えごまを活用した産業・まちづくりの推進 

⚫ 飛騨産えごまの栽培の規模拡大を支援し、飛騨産えごまの振興を促進します。 

⚫ 市内の至る所で飛騨産えごまの活用が見られるよう、飛騨産えごまを使った料理や産品

の造成を支援します。 

 

（取り組み事項・評価）＜食のまちづくり推進課＞ 

飛騨産えごまの活用促進を目指し、定期的にイベント等を開催し、認知度向上と、地域内にお

ける雰囲気の醸成に取り組みましたが、えごま自体の市民認知度は高いとは言えず、えごまを活用

したまちづくりの機運の高まりの段階には至っていないのが現状です。 

 

（近年の状況・課題） 

 えごまに限らず、「地元食材」全体として食文化の掘り起こしを行い、「食のまちづくり」を推進してき

たことで、米コンクールで多くの金賞を受賞する「お米」や都内の名店に高い評価を受け、新たな販

路を拡大している「鮎」など飛騨市産食材の認知度が全国的に向上し、市の先駆的な政策の一つ

となっています。種類によっては生産量や物流面での課題はありますが、えごまだけでなく、地元食材

全体として「食のまちづくり」を進めていく必要があります。 
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Ⅲ 様々な人や地域との交流から所得を生み出すまち 

外貨を獲得するためには、人との交流の中で人間関係を強化し話し合いを深め、また、様々な

場で夢を語り合う中で、ビジネスチャンスを見出すことが必要です。 

このため、人や地域など飛騨市が持つ魅力を最大限発揮して、交流人口・関係人口を拡大し、

人と人、人と地域が繋がることにより所得を生み出せるまちを目指します。 

 

＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画値    実績値 

飛騨古川まつり会館入館者数 
21,057 人 

（H30） 

25,000 人 

（R6） 

17,634 人 

(R6.3) 

広告掲載及びパブリシティ獲得件数 
155 件 

（H30） 

200 件 

（R6） 

200 件

(R6.3) 

フードダイバーシティに対応した宿泊・飲食店

数 

0 件 

（H30） 

10 件 

（R6） 

9 件 

(R6.3) 

繁殖雌牛の増頭数 
983 頭 

（H30） 

1,150 頭 

（R6） 

1,076 頭 

（R6.3） 

飛騨牛研修生新規就農者数 
0 人 

（R1） 

7 人 

（R6） 

2 人 

(R6.3) 

飛騨市ファンクラブ会員数 
2,815 人 

（H30） 

6,000 人 

（R6） 

14,978 人 

(R6.3) 

移住相談件数 
102 件 

（H30） 

600 件 

（R2-R6） 

460 人 

（R2-R6.3） 

 

○飛騨古川まつり会館入館者数 ＜まちづくり観光課＞ 

 リニューアル直後は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け集客が伸び悩みましたが、収束後は

シアターや特別企画展等様々な事業を展開しました。その結果、年間入館者目標の 18,000 人

をおおむね達成し、コロナ禍の累積赤字解消のめどが立った状況です。 

 

○広告掲載及びパブリシティ獲得件数 ＜総合政策課＞ 

市の特色や取り組みをメディアにアピールするためのプレスリリース活用の強化、SNS等を活用した 

効果的な情報発信を実施したことで達成となりました。 

 

○フードダイバーシティに対応した宿泊・飲食店数 ＜まちづくり観光課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて訪日外国人が激減し、対応の必要性が低下したことか

ら目標未達となりました。 
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○繁殖雌牛の増頭数  ＜畜産振興課＞ 

 飼料の原材料価格高騰や子牛価格が下落している影響で未達となりました。飛騨市産飛騨牛

のブランド維持のための対策が急務です。 

 

○飛騨牛研修生新規就農者数 ＜畜産振興課＞ 

 ひだキャトルステーションにおける研修の受け入れ体制が整わなかったことにより、未達となりました。 

 

○飛騨市ファンクラブ会員数 ＜ふるさと応援課＞ 

 飛騨市の関係人口の取り組みのルーツとなる本事業は、ふるさと納税をきっかけにコミュニケーション

が取れる仕組みの構築など毎年様々な工夫をすることで大きく目標を上回りました。 

 

○移住相談件数 ＜ふるさと応援課＞ 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一部地方移住ブームの年もありましたが、その後徐々

に落ち着き、結果的には計画値を下回る結果となりました。コロナ収束後に、「飛騨市移住支援セ

ンター」を新たに開設したことで、移住相談体制の強化を図っています。 

 

〇 思い出に残る観光地づくり 

 飛騨市が持っている魅力をブラッシュアップし効果的に発信することで、他の観光地との差別化を

図るとともに、訪日外国人を含む観光客の体験消費（コト消費）の拡大を目的として、体験型コ

ンテンツの増加と市場拡大を促進し、誰もが行ってみたくなる観光地づくりを推進します。 

 

① 観光客のニーズに合わせた受入環境整備の推進 

⚫ 天生・池ヶ原・深洞湿原への誘客を推進するとともに、安心して自然景観を楽しめる環境

整備を推進します。 

⚫ 飲食や特産品等の新商品開発を支援するとともに、連携した PR 活動を推進します。 

⚫ 空き家等を活用したゲストハウスなど長期滞在しやすい宿泊環境の整備等を支援するとと

もに、ヒトやモノのシェアによる遊休資産等の活用を促進します。 

⚫ 外国人や障がいのある方、高齢者、また、宗教上の制限がある方なども含め、誰もが楽し

める観光地づくりのため、ネットインフラの整備や食の多様性（フードダイバーシティ）への

対応など、ハード・ソフト両面のバリアフリー化を促進します。 

⚫ 出版社などのプレスや旅行エージェントとの交流を図り、積極的な誘致活動により市の認

知度向上とプロモーション力の強化を推進します。 

⚫ 飛騨市観光協会や NPO をはじめとする各種団体、大学等と連携し、マーケターやコーデ

ィネーター等、観光関連事業の中心となって動ける組織や人材育成を進めるとともに、新

たな誘客手法の開拓を推進します。 
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⚫ スポーツ大会や合宿、文化芸術活動や大学ゼミ、国際会議等を積極的に誘致し、受入

れ体制の整備等により市内での様々な活動を支援します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜まちづくり観光課＞   

 天生や池ヶ原湿原などの自然資源について、「ヒダスケ！」の仕組みを活用し、市内外の方に対し

維持管理作業への関わりしろを作る「森スケ！」を新たに始めたことで、これまでにはないファンを獲得

することができました。また、在京メディア等への PR 窓口を都市部に設置し、効果的なプロモーション

活動を行うことができました。 

 しかし、観光全体として、受入環境整備はまだまだ十分とは言えず、新型コロナウイルス感染症に

よる影響がありながらも、観光入込客数も伸び悩んでいるのが現状です。 

 

（近年の状況・課題） 

 市内の宿泊施設や飲食店不足の状況に加え、市を訪れる方にとって、飛騨市は目的地ではなく、

立ち寄り地になっているという現状を踏まえ、これまでのような数を追い求める観光から、いかに満足

度を上げるかという飛騨市の観光の在り方そのものの転換が求められている状況です。 

 

② ヒト・モノ・コトを楽しむ新たな観光コンテンツの開拓推進 

⚫ 飛騨古川まつり会館やひだ宇宙科学館カミオカラボ、レールマウンテンバイクガッタンゴーを

活用した観光客の滞在時間延長を促進します。 

⚫ 事業者や市民と連携し、起し太鼓の里広場の有効活用や、通年体験メニューの造成、

事業者等と連携したナイトタイムエコノミー等により観光消費の拡大を促進します。 

⚫ アニメや映画、映像作品を活用したコンテンツツーリズムを推進するとともに、市民主体とし

た“おもてなしの心”により飛騨市を舞台とした映像コンテンツ制作を支援します。 

⚫ まちや自然の魅力を伝える観光ガイドツアーの拡大とガイド育成を推進します。 

⚫ 飛騨市特有の地域資源や歴史文化資源を活用した既存コンテンツの拡充と新たな観光

コンテンツづくりを推進します。 

⚫ 関係団体や企業と連携し、クアオルト健康ウォーキングに代表される個々人のペースに応

じた効果的な運動によるヘルスケアツーリズムを推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜まちづくり観光課＞   

ロケツーリズムの推進については、映像制作関係者の招聘や関係構築を継続的に進めたことで、

複数の映画制作などの誘致が実現し、シビックプライドの向上や市の認知度向上などの成果があり

ました。また、新たな誘客コンテンツとして、情緒あふれる夜間景観の整備や歴史文化資源である山

城観光にも着手し、資源開拓を進めました。 

 

（近年の状況・課題） 
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 前述のように、飛騨市の観光の在り方そのものの転換と合わせて、新たな観光コンテンツを推進し

ていく必要があります。 

 

（取り組み事項・評価） ＜スポーツ振興課＞   

クアオルト健康ウオーキングに代表される従来のイベントを継続し、新たな要素として、医療連携

によるエビデンスに基づいた事業の啓発・普及を推進した他、市独自で新たなクロスカントリーイベン

トを実施し、市外からの参加者も獲得し、交流人口の拡大と新たな観光コンテンツの開拓に一定の

成果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

 地域資源を活かした「スポーツによるまちづくり」を新たに推進していくためには、環境整備や実践指

導者の育成を進めると共に、波及効果が高い新たなイベント創出や情報発信が必要です。 

 

〇 都市部への訴求力が高い農林畜産業づくり 

飛騨市産の安心安全で美味しい農畜産物に付加価値を付け、都市部等への差別化を重視し

た売り込み方を検討するとともに、地域の伝承作物を含めた安心安全な野菜の地域内循環を図り、

あわせて商品を手に取りやすい環境整備を推進します。 

 

① 飛騨米など農作物の高付加価値化による販路拡大の推進 

⚫ 産直市場を核とした農産物及び農産加工物等の地産地消、地産外商の強化を推進し

ます。 

⚫ アンテナショップ等による農産物及び農産加工物の販路拡大を推進します。 

⚫ 事業者等との連携を強化し、国際的に評価されている飛騨米のブランディングにより、高

付加価値化した商品としての都市部での販路拡大を推進します。 

⚫ 飛騨市に古くから伝承している飛騨地域特有の農産物を継承及び活用していくための仕

組みづくりを推進します。 

⚫ 生産者や消費事業者等との連携を強化し、市内飲食店や宿泊施設等での飛騨市産

農作物の流通を促進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜食のまちづくり振興課＞ 

知名度の高い飛騨牛や全国のコンクールで好成績をあげている飛騨米、産地を代表するトマト、

ほうれん草、また首都圏の高級料亭で親しまれている鮎や伝承作物などの地元食材を、上町農産

物直売施設（飛騨産直市そやな）や飛騨市食の大使を活用した PR を核にして、高付加価値

化による販路拡大は大きく進み、「食のまちづくり」は市の先駆的な政策の一つとなっています。 
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（近年の状況・課題） 

  種類によっては生産量や物流面において課題がありますが、ユーザー側のニーズに応じて柔軟に

対応できるよう民間や近隣自治体とも連携し、新たな販路拡大の検討を引き続き進めていきます。 

 

② 飛騨牛など畜産の生産体制強化と新たなブランド開発の推進 

⚫ 飛騨地鶏や飛騨市産経産牛のブランディングによる販路拡大を進めるとともに、市内での

認知度向上を推進します。 

⚫ 飛騨市家畜診療所を核とした診療体制の強化を図り、飛騨牛の増頭と牛白血病等の

家畜伝染病の予防対策を促進します。 

⚫ 飛騨地域３市１村での連携により、令和４年度の全国和牛能力共進会の応援体制

を強化し、飛騨牛のブランディングを推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜食のまちづくり推進課＞ ＜畜産振興課＞   

 飛騨地鶏や飛米牛について、希少価値が高いことを売りにした商品化、情報発信に努め、一部

はヨーロッパにも輸出されるなど新たなブランド開発に一定の成果がありました。また飛騨市家畜診

療所の診療体制の中核となる獣医師確保を数年ぶりに実現し、診療体制が強化されたことで、市

内畜産農家の生産体制強化につながりました。 

 

（近年の状況・課題） 

 子牛価格が低迷している中で、飛騨圏域農家の中では、他県から肥育素牛を仕入れる動きが

広まりつつあり、「飛騨市産飛騨牛」が衰退していく懸念が大きくなっています。飛騨地域３市１村

をはじめ、県全体で飛騨牛ブランドを守っていくための新たな施策の検討が喫緊の課題です。 

 

③ 農林畜産業を支える基盤整備の推進 

⚫ 生産基盤の計画的な整備を行うとともに、農業用水路や林道施設等の長寿命化による

長期的な施設機能の確保に向けた保全対策を推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜建設課＞   

 農林畜産業経営の安定化と農村地域の生活環境の向上を図るための整備を着実に進めること

ができました。 

 

（近年の状況・課題） 

 施設管理者の減少に伴い、管理が行き届かない用水路や農地、農道などの増加が見込まれるた

めそれらの対策が喫緊の課題となっています。 
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〇 関係人口等との交流によるまちづくり 

観光以外にも飛騨市に関心を持ち訪れていただける「関係人口」の増加を図り、地域づくりや産

業振興のお手伝いにつなげるとともに、全国の様々な自治体や企業等との連携を強化し、相互交

流による人づくりを推進します。また、移住・定住された方や検討されている方に対して、移住促進や

移住後の困り事に寄り添い生活の不安解消を図る取り組みを推進します。 

 

① 関係人口との関係深化によるまちづくりの促進 

⚫ 「飛騨市ファンクラブ」や「飛騨市ふるさと種蔵村」など、飛騨市のファン拡大と相互の交流

を推進します。 

⚫ 事業者や大学等との連携により全国や海外の関係人口拡大を促進するとともに、関係

深化のメカニズム研究を推進します。 

⚫ 「関係案内所」を創設し、飛騨市との関わりに関する情報提供や地域とのマッチングによる

市内での様々な活動を支援します。 

⚫ ふるさと納税の取り組みを強化するとともに、返礼品の発掘やふるさと納税を入口とした飛

騨市ファンの獲得を推進します。 

   

（取り組み事項・評価）＜ふるさと応援課＞ 

飛騨市の関係人口の取り組みの元となっているファンクラブ事業は、様々な工夫を凝らした情報

発信やイベントを実施したことで、多様な飛騨市ファンを獲得することができました。 

さらに市民の困りごとと地域課題と変わってくださる方（飛騨市ファン）をマッチングすることで、地

域内外の人の交流と支えあいを創出するプロジェクト「ヒダスケ！」を確立、関係人口と共創するまち

づくりまで発展し、数々の賞を受賞するなど全国的にも高い評価を得られており、市の先駆的な政

策の一つとなっています。 

 

（近年の状況・課題） 

関係人口の実績を活用した研究、今後の関係維持及び更なる発展について引き続き検討を進

める必要があります。また社会全体として企業の社会的責任を果たし、持続可能な発展に貢献す

ることが求められてきていることから、個人のみならず、「関係法人」という新たな切り口から、法人との

連携を深めることにより、更なるまちづくりの発展に向け、取り組んでいく必要があります。 

 

② 連携・提携等による交流の推進 

⚫ 海外を含む他の自治体や大学、企業、団体など、様々な形での連携を推進します。 

⚫ 市民相互のヒトやモノの交流を促進します。 
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（取り組み事項・評価） ＜ふるさと応援課＞   

 前述の「ヒダスケ！」の確立や企業版ふるさと納税制度により、企業・大学・団体等が飛騨市への

地域貢献として関わりが持ちやすくなったことで、交流の機会が増え、地域課題に対して官民一体で

連携して取り組んでいく事例を創出することができました。 

 

（近年の状況・課題） 

 次の段階である具体な連携に至るケースはまだまだ多くはないため、市としての PR や地域課題の

整理・共有などさらに踏み込んだ情報発信が必要です。また、人手不足社会において様々な機関

との連携は益々不可欠なものとなり、官民一体で新たな仕組み作りや課題解決の方法を検討して

いく必要があります。 

 

③ 移住・定住の促進 

⚫ 飛騨地域３市１村の連携による飛騨地域の PR 活動を強化し、飛騨地域への移住定

住を促進します。 

⚫ 移住者が必要とする住まいや仕事の情報発信を強化するとともに、寄り添った相談支援

体制により移住・定住を促進します。 

⚫ 降雪など飛騨市特有の課題等による移住者の不安解消を支援します。 

⚫ 首都圏等からの移住による地域でのまちおこし活動を支援します。 

⚫ 飛騨市の人材不足を解消するため、国家資格等を持った人材の市外からの移住を促進

します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜ふるさと応援課＞   

毎年様々な移住支援策を継続拡充して実施してきたことで、移住専門雑誌のランキングで飛騨

市が上位にランクインするなど、全国的に高い評価を得てきました。移住実績としては新型コロナウイ

ルス感染症の影響もあったことから、微減している傾向にありますが、市民の暮らしやすさを追求する

市の施策全体の質を高めることこそが、結果的に移住対策、もしくは人手不足対策になることを新

たに認識したことが大きな成果です。 

 

（近年の状況・課題） 

 地域おこし協力隊や集落支援員等を通じた地域活性化について、市でも非常に効果的であった

取り組みも多くありました。移住者にとって、雇用機会の創出と住環境の整備、地域や慣習への適

応が大きな課題としてあげられますが、引き続きこれらの制度を有効活用しながら、新たな周知方法

や支援体制について検討していく必要があります。 
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２．あんきな飛騨市づくり －まちをつくる－ 
 

介護、医療、障がい児者支援、低所得者対策など、弱い立場の方々への支援は市民全てが必

要とする取り組みです。地方自治体の本務と位置付け、市民の安全・安心を守ります。 

 

＜基本目標に対する理想値に対する実績値と分析＞ 

評価指標 基準値 計画値    実績値 

65 歳以上の要介護認定者数に占め

る要介護２以上の方の割合 

（厚生労働省「介護保険事業状況報告月報（暫定

版）」） 

50.27％ 

（H30） 

50.27％ 

（R6） 

45.7％ 

(R6.3) 

保育園待機児童数 

（市「子育て応援課調べ」） 

0 人 

（H30） 

0 人 

（R6） 

0 人 

 (R6.3) 

消防団員数 

（市「消防年報」） 

852 人 

（H31.4） 

750 人 

（R6） 

792 人 

(R6.3) 

   

○65 歳以上の要介護認定者数に占める要介護２以上の方の割合  ＜地域包括ケア課＞ 

  健康寿命の延伸やこれまでの予防介護の取り組みの成果もあって、重度化が抑えられた結果、

大きく減少しました。 

 

○保育園待機児童数   ＜子育て応援課＞ 

 子供の減少に反し、未満児保育ニーズは高まる一方の中、保育士確保策や私立保育園の運営

支援を行ってきたことで 0 人を維持しました。 

 

○消防団員数  ＜消防本部＞ 

 団員は減少傾向ですが、団員の負担軽減等の消防団改革を進めたことで、団員維持に一定の

効果があり微減となりました。 

 

 

 

 

Ⅰ 誰一人取り残されず大切にされる思いやりのあるまち 

「誰一人取り残さない」という SDGs のテーマを強く意識し、全ての市民が互いを思いやり、例え少

数でも弱い立場の方や困っている方々を大切にすることで、飛騨市民が誰一人取り残されないまち

を目指します。 
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＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画値    実績値 

医療介護人材バンクの登録者数 
6 人 

（R1） 

80 人 

（R6） 

58 人 

(R6.3) 

支え合いヘルパー・介護支援ボランティアの人

数 

339 人 

（H30） 

500 人 

（R6） 

452 人

(R6.3) 

市内外国人介護人材数 
0 人 

（H30） 

15 人 

（R6） 

13 人

(R6.3) 

認知症カフェの延べ開催数 
27 回 

（H31） 

60 回 

（R6） 

56 回 

（R6.3） 

新たな障がい福祉サービスの提供数 
0 

（R1） 

5 

（R2-R6） 

7 

(R6.3) 

公共施設トイレの洋式化率（施設数） 
65.6％ 

（H30） 

68.9％ 

（R6） 

72.3% 

(R6.3） 

 

○医療介護人材バンクの登録者数 ＜地域包括ケア課＞ 

医療、介護、福祉関連への就学者の不足により、未達となりました。 

 

○支え合いヘルパー・介護支援ボランティアの人数 ＜地域包括ケア課＞ 

地域の担い手の不足や団塊の世代の方の就労継続などの傾向が要因で未達となりました。 

 

○市内外国人介護人材数 ＜地域包括ケア課＞ 

外国人雇用に積極的な市内法人が特定の法人に偏ったことで全体としては未達となりました。 

 

○認知症カフェの延べ開催数 ＜地域包括ケア課＞ 

新型コロナウイルス感染症の影響による活動自粛の影響や参加者の鈍化による開催回数の減

少により未達となりました。 

 

○新たな障がい福祉サービスの提供数  ＜総合福祉課＞ 

 多機能型障がい支援センターとして、古川町の「古川いこい」と神岡町の「福祉サービス事業所ピ

ース」の 2 拠点を新たに整備したことなどから計画値を上回る結果でした。 

 

○公共施設トイレの洋式化率（施設数） ＜建築住宅課＞ 

積極的に洋式化を推進し、計画を上回りました。 

 

〇 必要な医療・介護を受けられる体制づくり 
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医療・介護の喫緊の課題である人材不足について、外国人の活用も含め全力で取り組みます。

また、飛騨市全域を地域包括ケアが学べる最適な実習フィールドとして整備し、研修医や医療・介

護専門職に訴求するなど、全国一の支援体制構築を推進します。 

 

① 医療・介護職等の人材確保や医療機関等の診療体制整備の推進 

⚫ 飛騨市出身の医療・介護・福祉人材への就職情報の提供を強化するとともに、地域のク

リニックを含めた医師・看護師・コメディカル等の人材確保対策を推進します。 

⚫ 飛騨市で働く医療・介護・福祉職の学習環境構築等を推進します。 

⚫ 外国人やシニア世代の活用を含めた様々な介護人材確保・育成対策や、既に働いてい

る介護職員の負担軽減や仕事への意欲醸成に取り組む事業者を支援します。 

⚫ 在宅医療・介護の家族負担を軽減するとともに、提供サービスの充実と地域による生活

支援の強化を推進します。 

⚫ 大学や専門学校等と連携し、介護職等の育成から市内就職までを支援します。 

⚫ 医療の枠を越え、介護や福祉を含め家族全体を支える看護師の育成を推進します。 

⚫ 飛騨市民病院を核として、研修医や看護学生等が地域包括ケアを学ぶ最適な実習フィ

ールドの環境整備と支援体制の構築を推進します。 

⚫ 飛騨市民病院を守り、維持するとともに、持続可能な診療科や病床数等のあり方を検

討し経営体制の強化を推進します。 

⚫ 市内医療機関等の診療体制整備や設備投資等を支援します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜地域包括ケア課＞  

  市内事業所が少数であるからこそできるきめ細かい支援、外国人就労や専門学校との連携など

による新たな外部人材の獲得、市内潜在者の掘り起こしなどを重層的に展開し、人材確保におい

て一定の効果がありました。また、岐阜北部では初めてとなる在宅専門のクリニックの開設により、在

宅を中心とした新たな医療介護提供の強化が図られました。さらに市内 2 社会福祉法人による「社

会福祉連携推進法人」が立ち上がり、今後の福祉サービス提供体制の維持に向けて大きな一歩

を踏み出しました。 

  

（近年の状況・課題） 

市内では医療・介護サービス提供体制の維持と担い手不足が依然として深刻な課題となってい

ます。人材不足の影響により市内福祉サービス事業所の規模が縮小することは、利用者のサービス

選択範囲が狭まり、事業者の運営継続も困難となります。このため、社会福祉連携法人を中心と

した持続可能な福祉サービスの体制整備が急務となっています。 

 

（取り組み事項・評価） ＜病院事務局＞ 
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  医療分野の専門コンサルティングによる経営指導に基づき、体制の強化に取り組むとともに、大

学や近隣自治体との関係を密にし、医師の確保や医療連携に努め、経営体制の維持強化に取り

組みました。また、独自で設けている看護師教育プログラム「里山ナース院内認定制度」によって、

院内の活性化や実際に新たな人材確保につながった例も見られ、全国的にも高い評価を得ました。   

しかし、持続可能な市民病院の診療体制維持のためには、今後の利用者減少も見据えた市民

病院の在り方そのものの見直しの検討が必要な状況です。 

 

（近年の状況・課題） 

 病院運営は診療報酬に基づく収入に対して、人件費の高騰をはじめとする支出の増加により、経

営の安定が困難な状況に直面しています。このままでは病院経営そのものが成り立たなくなる恐れが

あるため、将来の人口減少を見据えた根本的な病院の在り方について具体に検討していく必要が

あります。 

 

② 市外医療機関との連携の推進 

⚫ 飛騨医療圏の基幹病院である高山赤十字病院と久美愛厚生病院の医師確保や医療

機器の整備等を支援します。 

⚫ 富山大学附属病院との連携を強化し、医師等の人材確保や市民の健康づくりに関する

取り組みを推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜地域包括ケア課＞・＜病院事務局＞ 

 県や飛騨圏域３市１村で連携し、飛騨地域の基幹病院で最先端の医療を受けられるよう、専

門医師の招聘、機器の更新支援等を実施し、飛騨地域の医療体制維持に取り組みました。また、

富山大学附属病院との連携を維持するための関係構築に継続して取り組み、市への医師派遣の

継続に一定の成果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

医師不足は地域医療の根幹を揺るがす課題となっており、地域特有のフィールドを生かした研修

医や若手医師の育成環境を創出・維持するため、大学等との連携強化、市民病院の魅力普及

啓発に継続して取り組む必要があります。 

 

 

〇 最期まで住み慣れた場所で暮らせる仕組みづくり 

最後まで自分が生まれ育った家で安心して暮らすことができるよう、様々な生活支援の充実を推

進するとともに、亡くなられた方の遺族の不安軽減を支援します。 

① 高齢者の生活支援と見守り体制強化の推進 
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⚫ 高齢者等の買い物弱者が安心して買い物や語らいができる場づくりと、事業者への支援

を推進します。 

⚫ 高齢者の外出支援による健康維持を促進するとともに、除雪やゴミ捨て等の生活に関す

る困りごとの解消を推進します。 

⚫ 地域見守り支援員による高齢者の見守り体制強化と、認知症に対する市民への普及啓

発を推進します。 

⚫ 高齢者が安心して暮らせる拠点の整備を推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜地域包括ケア課＞ 

 買い物店舗が撤退した地域における買い物弱者対策として、移動販売を中心とした民間事業者

との協力体制による支援を充実させてきたことや、いきいき券等による生活応援事業や見守り相談

員の訪問で独居、高齢者世帯の困りごとの対応体制を強化したことで、高齢者の生活支援に一定

の効果がありました。 

 また、在宅生活が困難になった方のニーズが増えている養護老人ホーム和光園を再整備し、高齢

者が安心して暮らせる拠点づくりに寄与しました。 

 

（近年の状況・課題） 

移動販売の利用者が減ってきている中で、従来の仕組みを維持することが困難になりつつあり、 

新たな対策の検討を含めた見直しが必要な状況です。民間事業者等との更なる連携により、持続

可能な高齢者生活支援の在り方を検討していく必要があります。 

 

 

② 残された遺族を支える終活支援体制強化の推進 

⚫ 遺族に寄り添った支援体制を整備するとともに、生前にできる様々な終活の市民周知を

推進します。 

⚫ 犯罪や交通事故等で突然亡くなられた方の遺族に寄り添い、様々な支援体制の構築を

推進します。 

⚫ 個人墓地等の維持管理等について現状の把握を行い、安心して最期まで暮らすことがで

きる環境整備を推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜地域包括ケア課＞ ＜総合福祉課＞ 

 社会福祉協議会に委託して立ち上げた終活支援センターを中心に、専門のアドバイザーによる遺

族にとっての様々な手続き支援や生前からの終活支援等の体制強化と共に、「飛騨市犯罪被害

者等支援条例」を制定したことで、犯罪被害者への支援等も含め、市民に寄り添った支援体制を

整えました。 

（近年の状況・課題） 
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 残された遺族にとって遺品整理や処分が大きな負担となっており、一般廃棄物処理事業者や古

物商許可事業者等と連携した遺品整理サービスの実施について検討していく必要があります。また、

死後事務委任、民事信託の研究も継続して検討していく必要がある状況です。 

 

 

（取り組み事項・評価）＜環境課＞ 

 合葬墓を整備し、市営墓地内の継承者不明の方や身寄りがない方などの困難事例に対し、セー

フティネットとしての準備を整えました。 

 

（近年の状況・課題） 

 合葬墓について、市民ニーズに即した運営管理を行うために、民間運営の合葬式墓等の情報を

整理し、市民が必要とする市営墓地の運営方法を検討していく必要があります。 

 

 

〇 弱い立場の方も一人ひとりありのままの自分を大事にされる環境づくり 

弱い立場の方、障がいのある方、ひとり親家庭、生きづらさを抱える方たちも、それぞれの居場所・

ペースで安心して就労・社会参加ができる環境を整備するとともに、安心して過ごすことができる居

場所づくり、生涯安心して暮らせる環境整備を推進します。 

 

① 障がいのある方の生活環境整備と雇用拡大の推進 

⚫ 障がいのある方が安心して日中過ごすことができる拠点等の整備を推進するとともに、民

間事業者によるサービス等の拡大を促進します。 

⚫ 障がいのある方が一人でも安心して生涯暮らすことができる拠点の整備やサービスの拡充

を推進します。 

⚫ 飛騨市こどものこころクリニックを核として、発達支援センターや学校、事業者等との連携に

より、早期の治療と家族全体を支える体制の構築を推進します。 

⚫ 障がいのある方の社会参画や就労を促進するとともに、受け入れる事業所等の拡大を促

進します。 

⚫ 様々な障がいを市民が理解し、地域全体で見守る環境づくりを推進します。 

⚫ 様々な重度の障がいがある方の就労支援体制の研究を進め、支援体制のノウハウ蓄積

と市内事業者等への横展開を促進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜総合福祉課＞ 

 飛騨市多機能型障がい者支援センター「古川いこい」の開設により、これまでの面的整備型の

地域生活支援拠点に新たに多機能拠点（相談支援・グループホーム・訪問看護・訪門介護）が
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加わったことで、24 時間 365 日緊急対応や、体験の機会、場が設けられ、将来自立した生活を

見据えた体制が整備されつつあります。また障がいやひきこもりなどの働きづらさを抱える人たちにとっ

て、フルタイムの雇用形態ではなく、その人の特性や能力に合わせた最適化した業務スタイルで働け

る仕事にマッチングできるような仕組みの構築に向けた検証事業に取り組み、今後の可能性の検証

や普及に向けた課題整理に着手しました。 

 

（近年の状況・課題） 

 行政と福祉サービス事業者等の支援者側との、福祉サービスに対する考えやあり方の共通認識を

持ち、更なる連携した体制づくりを行い、利用者がいつまでも地域で安心して暮らせる体制づくりを

行っていく必要があります。また、誰もが働きやすい環境整備には企業理解が必須ですが、市内事

業所の中でも取り組みの進捗には差があり、持続可能な企業づくりを行っていく上で、場合によって

従来の企業意識や働き方を根本から変えていくことが必要です。 

 

② 弱い立場の方や暮らしに困難を抱える方への支援の拡大 

⚫ 医療関係者や支援事業者等との連携により、閉じこもりの方たちの心のサポート強化を

推進します。 

⚫ 閉じこもりなどの方たちが相談しやすい体制を構築するとともに、居場所づくりを推進します。 

⚫ 閉じこもりなどの方たちの就労まで寄り添ったサポートにより、生活の自立を支援します。 

⚫ 子どもの不登校を未然に防ぐため、学力不振な児童生徒をサポートする体制の構築と、

保育園・小学校・中学校の各段階にスムーズに進学できる支援体制づくりを推進します。 

⚫ 不登校児等が安心して勉強できる環境整備と、専門職員による心と勉強の両面からの

サポートを推進します。 

⚫ ひとり親家庭が抱える様々な困りごとの実態を把握し、生活や就労を支援します。 

⚫ 誰もが自殺に追い込まれることのない社会の実現のため、生きることを包括的に支援する

体制づくりを推進します。 

 

（取り組み事項・評価）  ＜総合福祉課＞ 

 総合相談窓口「ふらっと」を開設したことで、市民の様々な生活上の困りごとに対して、年代や分

類などの枠を設けず、すべてを受け止める機能を有し、こどもの発達相談から大人の生きづらさ・暮ら

しにくさ等に対応していく体制を整備することができました。さらに、地域にはない有効な支援方法だ

と考えられることを現場で組み立て実践検証していく支援ラボ事業を展開し、顧問医師による「思春

期検診」の実施や専門的見解に基づくセルフメンテナンス方法を学べる場の提供など、全国的にも

前例がない取り組みを先駆的に実施し、支援の拡大につなげることができました。 

 

 （近年の状況・課題） 

 暮らしに困難を抱える方は様々な要因で複雑に絡み合っている傾向が強く、総合的かつ専門的



 

  

 33 

 
 

な総合相談のみならず、全国でも例がない有効な支援策等の検証実施に取り組んでいくことで、解

決に結び付けられる多角的な体制を構築していく必要があります。 

 

（取り組み事項・評価） ＜学校教育課＞ 

グリーンルームの運営とスタディーサポーターの配置に加え、新たに校内教育支援センターを開設し、

学習支援・教育相談の体制を整え、不登校傾向の児童生徒への心と学習の両面からのサポートを

強化しました。さらに全国初となる「学校作業療法室」の取り組みを開始し、生きにくさや学びにくさ

のある児童生徒へ専門家の見立てによる具体的な支援を行うことが可能となり、市の先駆的な事

業の一つとなりました。 

 

（近年の状況・課題） 

 児童生徒数が減少するなか、支援を必要とする児童生徒数は増加傾向にあり、教育的なニーズ

も多様化しているため、専門家と連携した更なる支援体制を整え、人材育成の仕組みづくりを検討

していく必要があります。 

 

 

〇 安心して暮らせる公共サービスづくり 

水道・道路・公共交通・除雪・ゴミ処理など、必要な生活サービスを安定的に提供するとともに、

施設の休止・廃止・統合等による最適化を実施し、暮らしに必要な公共サービスを維持できるよう

計画的な取り組みを推進します。 

 

① 暮らしに必要な公共サービスの維持と人材確保の推進 

（全体） 

⚫ 安定的な公共サービスの維持のため、飛騨市職員数の適正管理と計画的な人材確保

を推進します。 

⚫ Society5.0 の具現化に向け、全ての分野における IoT、5G、ロボットなどの活用と市民

が活用しやすい環境整備を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜人事課＞ 

 市職員の欠員を把握したうえで、採用者数を決定し、職員数が少ない年代の人員を確保するた

めに従来の公務員試験を廃止し、民間で多く採用されている「SPI3」を導入するなど様々な工夫を

凝らし人材確保に取り組みました。しかし、受験しやすい環境は整ったものの、内定辞退、転職によ

る人材の流出、病気休暇・育児休業による急な欠員により計画通り人員確保が行えず、慢性的

な欠員状態にあるのが現状です。 

 （近年の状況・課題） 
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人口減少が進む中で安定した職員確保は困難な状況である中で、会計年度職員の処遇改善

を図ることや、再任用職員や任期付職員、国の人材派遣制度の活用、民間の派遣会社による業

務支援、市の業務のアウトソーシングなど、総合的な人材確保に積極的に取り組んでいく必要があ

ります。 

 

（取り組み事項・評価）＜総務課＞、＜ふるさと応援課＞ 

 金融機関と連携した地域限定のデジタル通貨の活用により、プレミアム付き商品券としての活用や

地域住民や事業者へのサポートの一環として利用されるなど一定の効果がありました。また、マイナン

バーを利用した本人確認が可能なアプリを導入し、電子申請や電子通知に利用することで、申請

から通知までペーパーレスで一貫して行うことが可能となる基盤を整備したことが成果です。 

 

 （近年の状況・課題） 

 デジタルの取り組みは急速に発展してきており、更なる利便性向上のために市に合ったデジタルイン

フラの整備やデータ活用の推進を一層進めていく必要があります。また専門的知識を持った人材育

成も大きな課題であり、平行して取り組んでいく必要があります。 

 

（道路） 

⚫ 地域を繋ぐ道路ネットワークを確保するため、道路の改良や補修、交通安全対策等を進

め、地域間の交流や産業の振興を推進します。 

⚫ 市道跡津川線の改良により安全性を高め、宇宙物理学研究の環境向上を推進します。 

⚫ 定期的な点検と補修により橋梁・トンネルなど道路施設の長寿命化を推進します。 

⚫ 道路の安全性を高めるため、幹線道路等の橋梁耐震化や斜面対策等を推進します。 

⚫ 経済団体や飛騨地域３市１村で連携し、国道 41 号、360 号、471 号のほか、県道

等にかかる整備促進について国県への要望活動を推進します。 

⚫ 積雪時の安全な道路通行を確保するため、除雪作業に使用する除雪機械の計画的な

整備・更新と消雪設備の適正な運用を推進します。 

⚫ 道路ネットワークを補完する農林道の整備や定期的な点検、補修等を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜建設課＞ 

 市民生活に欠くことのできない市道の改良整備や交通安全対策、防災対策、橋梁等の点検、

補修対策などを行うとともに、国道や県道の整備促進に向けて、関係機関及び各種同盟会と連携

を図りながら、関係省庁に対して積極的に要望活動を行いました。雪対策については、計画的な除

雪機械の更新や、神岡町市街地において消雪設備整備路線の拡充に取り組みました。また、市

道における除草や除雪について、サポーター制度を策定し、自助共助による維持管理体制の充実

を図り、市民にとって安定した交通環境が提供できました。 
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（近年の状況・課題） 

 市内建設事業者の維持及び人材確保という面では、道路等整備や除雪に対し、安定した市の

予算額を確保してきていますが、近年の物価高騰や人件費高騰における影響が懸念されている状

況です。 

 

 

（上下水道） 

⚫ 上水道設備の健全な維持と耐震化等により安心安全な水を各家庭に供給できるよう計

画的な整備を推進します。 

⚫ 下水道設備の健全な維持と耐震化等による安定的な汚水処理環境の整備を推進しま

す。 

⚫ 市民への上下水道利用に関する様々な啓発や情報発信を推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜水道課＞ 

上水道では、飛騨市水道事業経営戦略に基づき、計画的に更新や高野配水池、梨ケ根浄水

場の耐震化を進めています。 

下水道では、計画に沿って下水道処理施設の効率的な修繕、更新等を進めるとともに、古川

浄化センターや重要幹線等の耐震化及びマンホールトイレシステムを整備し、地震に強い施設を構

築したほか、下水道事業の持続的で安定的な事業運営のため、地方公営企業法を適用した企

業会計へ移行しました。 

 

（近年の状況・課題） 

上水道事業及び下水道事業は、人口減少等に伴う収益性の低下が懸念されることから、施設

の計画的な更新等による経営の安定化を図ることが課題となっており、更新費用の削減、施設管

理の効率化を図るために施設統合を進め、安定した経営の継続に努めていく必要があります。 

 

（ごみ・し尿処理） 

⚫ ごみ処理施設やし尿処理施設も含めた将来の人口規模に沿った処理施設等の統廃合

を検討し、安定的な汚水処理環境の整備を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜環境課＞ 

北吉城クリーンセンターを中継施設に転換し、みずほクリーンセンターへし尿処理施設を統合した

ことで、将来的な大規模改修費も低減され、財政負担の軽減につながりました。 

また、各衛生施設において計画的に維持修繕を行なうとともに、将来人口規模に沿った処理量

の推計等、検討を進めました。 

（近年の状況・課題） 
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各衛生施設について、老朽化による損傷や劣化が目立ってきており、規模の大きな修繕が必要

な時期が来ており、計画的に事業費を平準化しながら進めていく必要があります。さらに十年、二十

年後を見据えた持続可能な衛生施設の在り方を検討し、方針を決めていく必要があります。 

 

（公共交通） 

⚫ 通学、通院、買い物、入浴等の外出などの支援に重点を置きつつ、企業等と連携し、市

民のニーズの把握による路線の新設や廃止等も踏まえた公共交通サービスの提供を推進

します。 

⚫ 市民・地域・事業者等との連携による新たな公共交通の仕組みづくりを推進します。 

⚫ 経済団体や飛騨地域３市１村で連携し、市民の利便性向上のための国・JR 等への要

望活動を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜総務課＞ 

名古屋大学と連携しながら、各地区における利用者ニーズに沿った交通網の見直しを行ったこと

や予約制乗合タクシーを導入したことで、市民の外出支援や利便性向上の点で大きな成果があり

ました。また、新規ドライバーを掘り起こすため、市が募集、仲介者となって交通事業者とマッチングさ

せる施策を実施しましたが、交通機関、福祉事業者のドライバー不足の課題がさらに深刻化してい

る状況です。 

 

（近年の状況・課題） 

 ドライバー不足の課題が深刻化している中で、ドライバーが不足する曜日、時間帯にスポット的な

ドライバーを充てることができるような効率的かつ持続可能な公共交通のあり方の検討が必要な状

況です。 

 

（情報インフラ） 

⚫ ケーブルテレビやインターネットなど情報インフラ網の環境整備を推進するとともに、持続可

能なサービスのあり方と安定供給手法の検討を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜総務課＞ 

ケーブルテレビ再整備事業により民間移譲を実施し、市直営で行うよりもより安定的で高付加価

値のインターネットサービス提供を図ることができました。 

 

（近年の状況・課題） 

 民間移譲を実施した後においても連携を図りながら持続可能なサービスの在り方を引き続き検討

していく必要があります。 
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（救急・消防） 

⚫ 女性や高齢者などが活躍できる環境整備や、消防操法大会のあり方を検討し、持続可

能な消防団体制の整備を支援するとともに、飛騨市消防本部との連携強化を推進しま

す。 

⚫ 誰もが安心して暮らせる救急・消防体制の維持と、人材確保を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜消防本部＞ 

持続可能な消防団体制構築のため、新入団員の確保と既存団員の減員抑制を目的として、

「NEO（新しい）飛騨市消防団」をキャッチフレーズに、消防操法大会のあり方を見直し、団員負

担軽減を図るとともに、実践訓練へシフトする改革等を実施したことで一定の成果がありました。 

また、消防の任務である火災や救急、救助等への対応に対処するため職員の訓練や研修など

人材育成を図り、住民サービス向上に努めました。 

 

（近年の状況・課題） 

 地区ごとにおける消防団員が高齢化、減少していく中で、今後も更なる持続可能な消防団体制

になるような仕組みや支援の方法を検討していく必要があります。 

また、激甚化、頻発化する自然災害等に対し、更なる消防・救急用資機材の維持管理や人材

育成の強化に努めていく必要があります。 

 

（広報・広聴） 

⚫ 飛騨市 CATV や広報誌、SNS 等を活用し、市政の情報等を市民へ的確に提供すると

ともに、内容の充実を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜総合政策課＞ 

従来の広報誌や市公式ホームページ、SNS、CATVなどの活用に加え、コロナ禍を契機に、市民

への情報発信や意見交換の場を、オンライン生配信で実施したほか、様々なツールを活用し市民へ

の情報発信を強化しました。また、市外への情報発信も市のプロモーションと合わせて強化したことで、

市の施策が全国的にもテレビや新聞で多く取り上げられ、広報発信と活用の点で全国規模の表彰

を受けるなど大きな成果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

市内でも限られた企業しか広報業務を実施できない中で、民間事業者の人材育成を含めた持

続可能な広報の在り方を検討していく必要があります。合わせて、市役所全体の効率的・効果的

な情報発信の強化を図る必要があります。 

 

② 安心して暮らせる環境整備の推進 
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⚫ 高齢者や障がいのある方が安心して利用できるよう、都市公園等を含めた公共施設等

のトイレの洋式化とベビーベッド等の設置を推進するとともに、各地区が所有する公民館

や公園のトイレ等の洋式化を支援します。 

⚫ 市民の良好な住環境の整備を支援するとともに、空き家の流動化による利活用を促進し

ます。 

 

（取り組み事項・評価）＜建設課＞・＜建築住宅課＞・＜総合福祉課＞ 

 都市公園のバリアフリートイレ新築や既存トイレの洋式化を毎年実施してきたことなど、公共施設

全体で優先順位をつけてトイレ洋式化を進め、洋式化率は全体の７割を超えました。さらに、乳幼

児やその親、妊娠中の方など、すべての利用者に配慮したバリアフリートイレ整備を新たに開始し、

市民の利便性向上に成果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

未整備施設のトイレ洋式化を計画に沿って継続的に推進していく一方で、障がいのある方等がト

イレ利用にあたって、心理的ハードルを下げるようなソフト面での入りやすさ対策を検討していく必要

があります。 

 

（取り組み事項・評価）＜ふるさと応援課＞ 

 市内の賃貸物件不足を解消することや空き家流動化を目的に、市からの空き家改修費用に係

る支援などを拡充したことで、一定の効果がありました。また、市内宅建業者と連携して市空き家バ

ンクの運営を行い、制度開始から着実に登録及び成約件数を伸ばし、市内の利活用可能な空き

家物件の掘り起こし、空き家所有者が利活用を考えるきっかけ作りにつなげることができました。 

 

（近年の状況・課題） 

戸建て賃貸物件が少ないことや、空き家所有者にとって賃貸経営はハードルが高く、まだまだ空き

家の流動化は道半ばである状況です。既存支援制度の周知や拡充も検討しながら更なる取り組

みを実施していく必要があります。 

 

 

Ⅱ お互いを家族のように思い、支えあえるまち 

コミュニティの在り方を考えた時、理想の姿は家族のような地域であり、実際にそうしてコミュニティを

維持している地域が存在しています。こうした地域での活動を支援することを通じ、これからの人口

減少時代を乗り切るため、全ての市民がお互いを家族のように思い、支えあい助け合って暮らすこと

のできるまちを目指します。 
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＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画値    実績値 

防災士の育成者数 
89 人 

（H30） 

400 人 

（R2-R6） 

304 人 

(R6.3) 

未満児保育の充足率 
57.0％ 

（R1） 

80％ 

（R6） 

64.17％

(R6.3) 

 

○防災士の育成者数 ＜危機管理課＞ 

  防災士の毎年度の育成可能数は平均４０名であり、その範囲内で実施したため、未達となり

ました。 

 

○未満児保育の充足率 ＜子育て応援課＞ 

保育士がやや不足気味であるが、未満児人口は減少傾向であり、計画的な保育士確保が必

要な状況です。 

 

〇 みんなで支えあうコミュニティと防災体制づくり 

コミュニティの維持が自主防災組織の育成と支援体制の強化につながることから、交流できる場の

創出など様々な工夫によりコミュニティの形成を図る市民の取り組みを促進するとともに、自治組織

の組織化や体制維持を支援します。 

 

① コミュニティの強化と持続可能な体制整備の推進 

⚫ 自治会組織の持続可能な体制整備を支援します。 

⚫ 各地域のコミュニティ活動を促進するとともに、地区が管理する集会所等の維持改修を支

援します。 

⚫ 各地域での見守り体制を強化するとともに、災害時等の避難体制の構築を促進します。 

⚫ 地域の防犯に対する意識啓発を推進するとともに、設備等の設置により地域の防犯力

強化を促進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜総務課＞ ＜地域包括ケア課＞ 

 行政区や自治会等が催す諸活動を推進し地域コミュニティの振興を図ることを目的とした自治会

等活動保険加入支援や地域で人足を出し合い地域内住居の雪下ろしを行う「共助努力」を支援

する地域助け合い除雪支援を創設するなど、自治会組織の体制強化に一定の効果がありました。 

 また、避難行動要支援者の「避難行動要支援者名簿及び個別支援プラン」を行政区や関係団

体と連携して策定し、支援が必要な方の 8 割強の作成を実施し、避難体制の構築に取り組みまし

た。一方で、行政区によっては人口減少により、各地区の行事や役員の選出が困難になっている地

域も出てきており、対策の検討が必要な状況です。 



 

  

 40 

 
 

（近年の状況・課題） 

 人口減少の中では、地域コミュニティも従来の組織が個々に存続していくことは困難になっていくた

め、可能な限り複合化を図り、一人の方が複数の役割を果たしていただくことも不可欠になってきま

す。行政区、町内会等の地縁団体や、特定の目的のために活動を実施している各種実行委員会

等と連携し、持続可能な仕組み作りを検討する必要があります。 

 

（取り組み事項・評価）＜生涯学習課＞ 

地区が管理する集会所等の維持改修について、地区の状況やニーズに応じた柔軟な支援を行っ

たことで、各地域のコミュニティ活動の促進に一定の効果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

地区が管理する集会所等が徐々に老朽化すると共に、地域コミュニティ組織の存続自体が危ぶ

まれていく中で、地区のニーズや現状を把握し、支援の在り方を検討していく必要があります。 

 

② 地域防災力強化の推進 

⚫ 防災士の育成と専門講習によるフォローアップ体制を構築するとともに、市民への防災意

識の啓発を推進します。 

⚫ 市民や企業、団体等と連携した避難所運営体制の構築を推進します。 

⚫ 基本的な防災備蓄品の計画的な配備にあわせ、乳児や障がいのある方など各分野に必

要な備蓄品の配備を推進します。 

⚫ 介護施設や医療機関等の福祉避難所体制の強化と備蓄品等の配備を促進します。 

⚫ 被災時の市役所や各振興事務所の事業継続体制の強化を推進するとともに、飛騨市

社会福祉協議会等と連携し、外部からの受援体制整備を推進します。 

⚫ 災害・被災・避難等の情報をあらゆる媒体を活用し市民へ迅速に伝達するとともに、新た

な伝達手法の検討を推進します。 

⚫ 被災時や救急時の支援活動等を行える環境の整備と人材育成を推進します。 

⚫ 事業者等の被災時の事業継続の取り組みを促進します。 

⚫ 大学等と連携し、防災に関する調査・研究を推進します。 

⚫ 市管理の河川・水路施設において、洪水時の流下阻害となる箇所の、護岸等の整備や

施設の改修を進め、流下能力の向上を推進します。 

⚫ 土砂災害により人命等に危害が及ぶ恐れのある個所においてハード対策を推進します。 

⚫ 経済団体や飛騨地域３市１村で連携し、河川・砂防施設の整備や、治山事業など防

災・減災対策について国県への要望活動を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜危機管理課＞ 

防災士育成の中でも、避難所運営協力防災士の取り組みは全国的にも先駆的として高い評
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価を受け、市の防災体制強化の大きな一歩となりました。また、マンホールトイレや防災備蓄品整

備のハード事業も合わせて継続実施しました。一方で、激甚化、頻発化する自然災害等に対し、

更なる対策を進めていく必要があります。 

 

（近年の状況・課題） 

 防災士の養成は一定の人数に達し、今度は防災士をどのように活用していくかという段階にきてい

ます。行政区や自治会等に防災士が一員として加わっていけるような新たな組織作りの検討を進め

ていく必要があります。 

 

（取り組み事項・評価）＜建設課＞ 

流下能力不足や豪雨等により被災する可能性の高い普通河川について、起債事業を活用しな

がら河川改修を実施し、河川に土砂が堆積している箇所は土砂の浚渫による河川断面確保に努

め、一定の効果がありました。また、高原川流域の直轄砂防事業や県による一級河川宮川の大規

模特定河川事業について、関係機関と連携し事業の進捗を図ると共に、積極的な要望活動を行

い、事業進捗を図ることができました。 

 

（近年の状況・課題） 

これまでに整備した急傾斜施設等には整備後 40 年を経過する施設もあり、引き続き定期点検

による維持管理を行っていく必要があります。 

 

〇 楽しく子育てできる環境づくり 

ベビーシートや授乳室、子ども達の遊び場、居場所等、子どもを連れて出かけたくなる環境の整

備と、子育て世代の経済負担の軽減を図ります。また、出産前後や子育て期の保護者の不安を取

り除く相談支援体制を強化し、地域全体で安心して楽しく子育てができる環境整備を推進します。 

 

① 子育て環境充実の推進 

⚫ 季節・天候等を気にせず気軽に安心して遊ぶことができる場の整備と、あわせてベビーシー

トや授乳室などの整備を推進します。 

⚫ 小さなお子さんが多く集まる公園等の環境充実を推進します。 

⚫ 母親との積極的なコミュニケーションを図り、母子の健康管理を支援するとともに、乳幼児

の疾病予防を推進します。 

⚫ 保護者のニーズに沿った保育体制と保育士確保対策を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜子育て応援課＞  

保育園の環境整備では、新たに公私連携保育所型認定こども園の設置に向け、取り組みを推
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進してきたことや、過疎地ならではの保小連携モデルとして小学校内に保育園を併設する整備など、

子どもが減少する中でも充実した環境整備を図りました。また、天候を気にせず遊べる環境の整備

を目指し、検討委員会を設置し視察・検討を行いました。その後、民間事業者によって設置される

方針が示され、同委員会において要望書をとりまとめ、事業者へ提出しました。引き続き、環境整

備の実現に向け、民間事業者の動向を注視していく必要があります。 

 

（近年の状況・課題） 

 神岡町の出生数の減少が顕著に表れており、市全体としても子どもの数は減少傾向であることか

ら、保育所運営体制のあり方そのものの見直しを検討していく必要があります。 

 

（取り組み事項・評価）＜市民保健課＞  

 適切な時期に妊婦健診や産婦健診を実施できる体制や、助産師などの地域の医療資源と連携

し、妊婦に寄り添った産前産後サポート体制を整えたことで、利用者からも全国的にも高い評価を

得て、母子の健康管理を包括的に支える体制を整備することができました。 

 

（近年の状況・課題） 

 出生数は減少している一方、妊婦や子育ての悩み相談は多種多様化し、複雑化している傾向

であり、それぞれの事情に沿った支援体制を一層強化していく必要があります。 

 

（取り組み事項・評価）＜建設課＞  

 小学生や子育て世代の意見を取り入れながら杉崎公園や坂巻公園の遊具等の大型リニューアル

を実施したことで、利用者が増加し、子育て環境整備に大きな成果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

 杉崎公園や坂巻公園の都市公園やそれ以外の公園も含め、市民ニーズや地域の実情に沿った

それぞれの公園の在り方を検討していく必要があります。 

 

② 産前産後の支援体制強化の推進 

⚫ 助産師や医療機関等と連携し、産前産後の不安解消のため、専門職や妊産婦同士で

気軽に相談できる環境整備を推進します。 

⚫ 産前産後の子育て負担を軽減し、産後うつ予防を推進します。 

（取り組み事項・評価）＜市民保健課＞  

 妊婦や育児について気軽に相談、語り合う場としてにこにこルーム「まるん」を開設したことなど、妊

娠期や子育て期の母同士をつなぐ支援を実施することができました。また、これらの事業を通じて、

地域の助産師や産科医との連携が強化され、妊産婦を支援する体制整備が大きく進みました。 

また、助産師が産後の妊婦を支援する産後ケア事業についても、利用率が産婦全体の 7 割まで
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増えてきていますが、更に多くの産婦に利用してもらえるよう支援体制を強化する必要があります。 

 

（近年の状況・課題） 

全体の産前産後サポートの体制としては、かなり充実したものになってきていますが、今後は「父

親」のサポート体制強化が課題となっています。父親が育休を取得するケースが増えているものの、

全ての父親が家事や育児をしっかりこなせるわけではないため、産後の母を支えるための男性の家事

能力等の底上げや意識改革を行うための支援が必要な状況です。 

 

③ 子育て負担軽減の推進 

⚫ 子どものライフステージに応じた経済負担の軽減を推進します。 

⚫ 意欲と個性ある生徒の大学等への進学を支援します。 

⚫ 市民や団体等と連携し、放課後等に子ども達が安心して過ごすことができる子どもの居場

所づくりを促進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜子育て応援課＞  

子育て世代のニーズに沿った入園・入学準備品購入支援の拡充を行ったことで、保護者の経済

的負担軽減に一定の効果がありました。また、市民団体等が実施するこども食堂などへの支援を行

ったほか、夜間１人で過ごす子どもに食事や学習の場を提供する子どもの居場所づくり支援を実施

したことで、子どもが安心して過ごせる環境づくりに寄与しました。 

 

（近年の状況・課題） 

 民間事業者に委託している子どもの居場所づくりはセーフティネット的な役割でありながらも、近年

連続して利用実績がないことから、今後の在り方について検討していく必要があります。 

 

（取り組み事項・評価）＜教育総務課＞  

大学への進学支援として、奨学金貸付やその情報発信を積極的に進めたことで、相談件数も貸

付件数も増え、進学への不安解消に繋げることができました。 

 

（近年の状況・課題） 

直近に行った子育て世帯へのアンケートの結果、大学への進学時が最も負担感が大きいことが分

かり、今後も定期的なニーズ調査実施による新たな支援策を検討していく必要があります。 

 

 

Ⅲ 生涯現役で自分らしく暮らせる健やかなまち 

人生 100 年時代から健康 100 年時代への転換を図り、健康寿命の延伸を目的として若者か
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ら高齢者まで、誰もが無理なく自分に合ったペースで健康な心と身体づくりに励むとともに、自分のペ

ースで元気に活躍できる場を創出することで、生涯現役で自分らしく暮らせる健やかなまちを目指し

ます。 

 

＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画値    実績値 

まめとく健康ポイント制度の参加者数 
2,179 人 

（H30） 

2,600 人 

（R6） 

2,739 人 

(R6.3) 

いきいき体操教室自主開催地区数 
35 地区 

（R1） 

55 地区 

（R6） 

40 地区 

 (R6.3) 

地域複合サロンの開催地区数 
6 地区 

（R1） 

12 地区 

（R6） 

7 地区 

(R6.3) 

 

○まめとく健康ポイント制度の参加者数  ＜市民保健課＞ 

 市民の健康づくり事業の一つとして一定の層において定着化しており計画値を上回りました。 

 

○いきいき体操教室自主開催地区数  ＜地域包括ケア課＞ 

 コロナの影響による活動自粛の影響及び地域の担い手となる方の高齢化により自主開催につな

がらず未達となりました。 

 

○地域複合サロンの開催地区数  ＜地域包括ケア課＞ 

 各地域での開催に際し、継続開催が困難など担い手不足で実施できない例もあり未達となりまし

た。 

 

〇 全世代の健康づくり・体力づくりの支援 

生活習慣病予防のための生活習慣改善に向けた保健事業の充実を図るとともに、ウォーキング

を始めとした運動やスポーツに気軽にチャレンジできる環境づくりを推進します。あわせて、高齢者の

体力維持のための運動・リハビリにも力を入れることで、健康寿命の延伸を推進します。 

 

① 生活習慣改善の推進 

⚫ 全ての世代における減塩の取り組みを推進します。 

⚫ 健康診断や人間ドックの定期的な受診を促進し重症化を予防するとともに、相談体制を

強化し早期治療や生活習慣の改善を推進します。 

⚫ 市民の健康づくりを推進し、機運醸成を図るリーダーを育成するとともに、気軽に健康に関

する取り組みを実施できる環境づくりを推進します。 

⚫ 疾病予防を目的としたワクチン接種等の支援を推進します。 
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（取り組み事項・評価）＜市民保健課＞  

保健師による地道で粘り強い保健指導活動が実り、特定健診・特定保健指導の受診率が、全

国で１位を獲得し、大きな成果が得られました。また、減塩への取り組みにより、市民の減塩に対す

る認知度が高まり、高血圧の診断基準における「Ⅱ度以上高血圧」の割合が減少し、一定の効果

がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

 生活習慣改善には、本人の健康への意識付けや環境づくりが重要であり、特に若年層に対し、そ

の啓発や機運を高めていくような取り組みを更に検討していく必要があります。 

 

② 高齢者のリハビリ等軽運動と生きがいづくりの推進 

⚫ 高齢者が気軽に運動できる通いの場づくりと、専門職員による健康づくりを推進します。 

⚫ 医療・介護予防・保健事業の連携による高齢者の口腔ケアの取り組みを推進します。 

⚫ 高齢者が気軽に参加しやすい就労環境の整備と支援体制の構築を推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜地域包括ケア課＞  

コロナ禍においても体操を主体とした通いの場づくりの事業を実施し、市内に 40 箇所の地域の通

いの場への理学療法士、歯科衛生士などの専門職の派遣や、シルバーリハビリ体操指導士などの

中核的な人材育成を進めてきたことで、フレイル予防、健康づくりに対する市民意識が広がってきて

いることで効果がありました。一方で、就労の点では、生きがいづくりフェアを実施しましたが、高齢者

の就労とのマッチングという面では関わりが困難であり、参加者が特定の方になっている傾向がある状

況です。 

 

（近年の状況・課題） 

団塊の世代の方は活動的な方が多い一方で、個人活動を好む傾向があり、地域のシニアクラブ

等の活動への参加にも消極的であることが課題です。それらの方々の地域活動へのシフト、隙間時

間を活用しての就労、人材不足部分へのマッチングや補填的な支援について検討していく必要があ

ります。 

 

③ スポーツを通した健康増進の推進 

⚫ ウォーキングや軽スポーツなど市民が気軽に運動しやすい施設環境を整備するとともに、民

間施設等を活用した健康増進の取り組みを促進します。 

⚫ 事業者や団体等との連携を強化し、指導者の確保・育成を推進します。 

⚫ 競技スポーツの普及啓発を図り、市民の運動意識の醸成とスポーツによる交流を促進し

ます。 
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（取り組み事項・評価）＜スポーツ振興課＞  

病院とのつながりによる医療連携や食に関する連携、クアオルトテラポイトの養成を実施するなど、

健康ウオーキングの市民普及に努めたほか、レクリエーションなどの誰もが楽しめる軽スポーツ実施事

業や子どもたちのスポーツ活動への支援を行うことで、スポーツ参加機会の増加を図り、スポーツによ

る健康増進を推進し一定の効果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

 飛騨市のスポーツ実施率は、国や県と比して大幅に低い現状である一方で、市政世論調査にお

いては、市民の関心事として「健康・体力づくり」が最も高い現状であることから、誰もが気軽に参加、

実施できるようなスポーツ環境整備やスポーツ参加機会の創出を推進していく必要があります。 

 

〇 どんな人でも自分のペースで活躍できる環境づくり 

性別や年齢、国籍や障がいの有無などに関わらず、誰もが楽しく交流・連携できる居場所づくりと、

高齢者や障がいのある方が自分のペースで社会に参画し、無理なく活躍することで生きがいと活力

を見出せる環境づくりを推進します。 

 

① 誰もが活躍できる仕組みづくりの推進 

⚫ 参画しやすい新たなコミュニティの形成を図るとともに、支援体制の構築を推進します。 

⚫ 特技を発揮して、自分のペースで無理なく社会参画できる仕組みづくりを推進します。 

⚫ 性別や年齢、出身などに関わらず、誰もが自分らしく活躍できる環境づくりを推進します。 

 

（取り組み事項・評価）総合福祉課 

 総合相談窓口「ふらっと」を開設したことで、市民の様々な生活上の困りごとに対して、年代や分

類などの枠を設けず、すべてを受け止める機能を有し、こどもの発達相談から大人の生きづらさ・暮ら

しにくさ等に対応していく体制を整備することができました。 

 

（近年の状況・課題） 

 専門的見立てに基づいた自立訓練サービスが市にはなく、就労の段階より前の生活に課題がある

方が、就労訓練サービスにつながれている実態があり、事業者にも本人にも負担がかかっている現状

であり、この部分の人材確保や事業者への支援が必要です。 

 

（取り組み事項・評価） ＜市民保健課＞ 

 性別や年齢、出身などに関わらず、様々な違いを持った人が共存しながら、それぞれの幸せを追求

できるまちの実現を目指し、「飛騨市ダイバーシティ宣言」を表明しました。賛同していただける企業
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や団体も徐々に増えており、さらに普及啓発を推進していく必要があります。 

 

（近年の状況・課題） 

 宣言後の市民に対する意識改革の推進や普及啓発が課題であり、これをさらに広げ、ダイバーシ

ティ宣言のまちづくりの実現に向けて取り組んでいくことが必要です。 

 

② 誰もが無理なく楽しめる場づくりの推進 

⚫ 誰もが気軽に集まることができる居場所づくりを進めるとともに、自分の活動を気軽に PR

することができる場の提供を推進します。 

⚫ 割石温泉など、子どもから高齢者まで気軽に集い触れ合うことができる環境づくりを推進し

ます。 

 

（取り組み事項・評価）＜生涯学習課＞ 

 市民カレッジの一環として市民自らが様々な講座を企画することにより、幅広い分野に興味を持つ

機会が提供できました。これまでに２つの自主講座がサークル活動化し、市民が気軽に集まり楽しく

交流できる場所の提供が実現でき、特技を発揮して社会参画できる一つの仕組みとして確立しつ

つあります。 

 

（近年の状況・課題） 

一方で自主講座の企画者、参加者は主に高齢者で成り立っており、若年世代へも一定の需要

はあると見込まれますが、その周知方法が課題となっています。 

 

（取り組み事項・評価）＜地域包括ケア課＞ 

 民間業者との連携により宮川町での実証実験からスタートした地域複合サロンが、河合町にも横

展開が進み、地域住民が主体となって活動を継続しており、地域の高齢者の生活支援、憩いの

場、語らいの場として地域に欠くことのできない取組へと成長しました。 

割石温泉については健康増進の施設としての機能を充実させることを目的として、窓口業務、施

設管理業務、食事の提供や体操などレクリエーション事業を包括的に外部委託することで、民間事

業者の人材や専門的経験を活かした市民サービスの向上と業務の最適化を図り、にぎわいをみせ

ている状況です。 

 

（近年の状況・課題） 

施設管理業務を民間委託しましたが、運営体制の見直しについて、継続して外部委託事業者

への協力、支援を通じて施設の充実、改善を図っていく必要があります。 
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３．誇りの持てる飛騨市づくり －ひとを伸ばす－ 
 

人材の育成と地域資源の掘り起こしにより市の魅力を高め、市民の自信につなげることで飛騨市

を誇りに思う気持ちを醸成し、若者の定着とＵターンを促進します。 

 

 

＜基本目標に対する理想値に対する実績値と分析＞ 

評価指標 基準値 計画値    実績値 

市民のまちづくり活動団体数 

（市まちづくり観光課調べ」） 

54 団体 

（R1） 

70 団体 

（R6） 

86 団体 

(R6.3) 

移住者数 

（市「ふるさと応援課調べ」） 

100 人 

（H30） 

550 人 

（R2-R6） 

482 人 

 (R6.3) 

一人当たり年間可燃ゴミ排出量 

（市「環境課調べ」） 

182.6kg 

（H30） 

181.0kg 

（R6） 

179.0kg 

(R6.3) 

 

○市民のまちづくり活動団体数  ＜まちづくり観光課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の流行という不測の事態もありましたが、市制 20 周年を契機にまちづく

り団体が複数立ち上がりました。 

 

○移住者数  ＜ふるさと応援課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の流行による影響のほか、全国的な移住ブームが落ち着いてきたことに

より未達となりました。 

 

○一人当たり年間可燃ゴミ排出量   ＜環境課＞ 

 リサイクル体制の整備や様々なごみ減量施策を講じてきたことにより、可燃ゴミ排出量は減少し、

計画値を上回りました。 

 

 

 

 

Ⅰ 子ども達の生きる力を地域一体で育む学び豊かなまち 

これから先の予測不可能な未知の課題が次々と出てくる人口減少時代の中で、次代を生きる力

「課題解決能力」を育む教育を重点と位置付け、学校だけではなく、地域一体となって様々な体験

や交流を通じて、逞しく生き抜く子ども達を育むまちを目指します。 
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＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画値 実績値 

放課後児童支援員認定資格取得者数

の割合 

64.3％ 

（R1） 

85.7％ 

（R6） 

76.9％ 

(R6.3) 

保小中連携教育合同研修会参加者数 
21 人 

（R1） 

125 人 

（R2-R6） 

86 人 

（R2-R5） 

育英基金給付型奨学金制度の新規貸 

付者数 

16 人 

（H30） 

100 人 

（R2-R6） 

43 人 

（R6.3） 

 

○放課後児童支援員認定資格取得者数の割合  ＜学校教育課＞ 

 資格取得のための研修受講が、岐阜市など遠方で実施されるため、受講の障害となり、結果的

に未達となりました。 

 

○保小中連携教育合同研修会参加者数  ＜学校教育課＞ 

 新型コロナウイルス感染症の流行による影響のため参加者を限定したことで未達となりました。 

 

○育英基金給付型奨学金制度の新規貸付者数  ＜教育総務課＞ 

 日本学生支援機構において給付型の奨学金制度が拡充されたことにより、本奨学金制度の利

用が流れたことから未達となりました。 

 

 

〇 未知の課題に立ち向かい自ら解決することのできる子ども達を育むまちづくり 

市内の保育園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校を一つの学園に見立てた一貫連

携教育構想、「飛騨市学園構想」を推進し、一貫カリキュラムによる教育やコミュニティ・スクールの

導入、ICT を活用した各校種間交流等の実施により、未知の課題に立ち向かい自ら解決すること

のできる課題解決型人材の育成を推進します。 

 

① 飛騨市学園構想の推進 

⚫ 飛騨市学園構想が理想とする未来の創り手像の育成を目指し、課題解決型人材育成

のための独自カリキュラムを推進します。 

⚫ 飛騨市学園構想を市民や飛騨圏域、県内外に広く周知するとともに、市民の主体的参

画を促すことにより意識の醸成を推進します。 

⚫ コミュニティ・スクール制度を導入し、地域と一体となった人材育成の体制づくりを推進しま

す。 

⚫ 企業等や学校と連携し、高等学校による地域活動を通した実践的な教育プログラムの

構築と実践を促進します。 
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（取り組み事項・評価） ＜学校教育課＞＜生涯学習課＞ 

 学習指導要領が改正され、課題解決型学習の充実が求められている中、飛騨市学園構想の推

進によって、社会とのつながりの中で探究する児童生徒の育成に取り組みました。各小中学校に学

校運営協議会を設置し、地域学校協働本部との連携を図ることで、地域ぐるみで児童生徒を育て

る機運が高まりました。また、「学びみらい会議」や「探究フェス」を開催したことで、児童生徒の探究

学習や児童生徒を育てる地域の取組を広く地域に紹介し、地域住民の参画に一定の効果があり

ました。 

 

（近年の状況・課題） 

飛騨市学園構想において、小中学校の取組を高等学校につなぐことが課題となっており、今後更な

る強化を見据えた体制づくりが必要になっています。 

 

 

② 飛騨市ならではの教育と環境整備の推進 

⚫ 各学校施設の維持改修を図り、安心して学べる環境整備を推進します。 

⚫ 小学校や中学校の ICT 教育環境を整備し、教育の情報化を推進します。 

⚫ ふるさとの歴史や文化を学び体験する教育を推進します。 

⚫ 飛騨市産農畜産物等の地域資源を活用した教育を推進します。 

⚫ 小学校での英語教育体制の強化を推進します。 

⚫ 県立吉城高等学校、県立飛騨神岡高等学校との連携を強化し、地域と一体となった

魅力的な学習環境づくりを支援します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜教育総務課＞ 

 ふるさと納税を財源としたふるさと給食事業により、飛騨市産の食材の活用に加え、飛騨市産の

農薬不使用米や有機トマトなどのオーガニック給食、飛騨市産デザート等の提供を実施し、市の農

産物や特産品を知ってもらうための取り組みを行いました。また近年の猛暑対策として、普通教室、

特別教室の空調設備整備事業を進め、ハード面での環境整備も推進しました。 

 

（近年の状況・課題） 

 学校施設の老朽化が進む中で、照明器具の LED 化や校舎内の非構造部材の耐震化、学校

施設の長寿命化対策のほか、体育館空調整備などの大規模整備も検討が必要な状況であり、宮

川小学校への保育園併設や、神岡小学校プール更新に伴う市民プール共同利用など、計画的・

複合的な整備計画の策定が必要な状況です。 
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（取り組み事項・評価）＜学校教育課＞ ＜子育て応援課＞ 

 小中学校の ICT 環境を整備するとともに、ICT 支援員の配置や教職員研修の実施によって、教

育のデジタル化を推進し、環境整備を行ってきました。また、ふるさと教育推進事業の実施により、

各小中学校で地域資源を生かしたふるさと教育の充実が図られました。 

また、前述した公私連携保育所型認定こども園の設置や、過疎地ならではの保小連携モデルと

して小学校内に保育園の併設整備を実施するなど、飛騨市ならではの充実した教育の環境整備

を図りました。 

 

（近年の状況・課題） 

国の支援があるものの、タブレット学習用の端末機械の更新費用や維持経費などの小中学校の

ICT 環境整備における財政負担が大きな課題となっています。また、市内に私立大学が開学予定

であり、地域と共に創り上げる飛騨市ならではの教育環境整備に連携して取り組んでいく必要があ

ります。 

 

（取り組み事項・評価）＜ふるさと応援課＞ 

吉城高校の生徒が地域や社会と連携して行う地域課題解決型キャリア教育「YCK プロジェクト」

や、神岡高校のロボット部が全国大会で最優秀賞を受賞するなど、両校の特色ある学習環境づくり

のための連携強化や情報発信を更に強化し実施してきたことで一定の成果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

 新型コロナウイルスの影響により、高校との連携における縮小や事業中止があったことに加え、教員

や生徒も毎年変わる状況の中で、高校の特色の考え方や市との連携体制など、当初段階から変

化している傾向があり、今後も連携を密にし、子供たちを地域で育てていく体制を強化する必要が

あります。 

 

③ 部活動や学校外での活動支援の推進 

⚫ 部活動指導体制の強化を推進するとともに、普段の練習に加え大会出場等も含めたサ

ポートを推進します。 

⚫ 学校外での様々な活動に光を当て、学校内はもとより市民全体で応援する環境づくりを

促進します。 

⚫ 少子化による部活動の維持のための学校間での合同チームの構築や大会等への出場を

支援します。 

 

（取り組み事項・評価）＜学校教育課＞ 

 国が推し進める学校部活動の地域移行は、単純に中学校部活動の受け皿を地域につくるのでは

なく、子どもたちのやってみたいことが実現できる新たな社会教育環境の構築を目指し、民間事業者
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と連携した地域クラブ活動実証事業において、課題の抽出と対応策の検討を進めました。合同部

活動の学校間移送バスの運行や、指導員への謝礼など市の財政負担が大きいため、地域移行後

も持続可能な体制にするための仕組みづくりが必要な状況です。 

 

（近年の状況・課題） 

地域クラブ活動を統括する組織の将来的な設立に向けて、市の組織体制の在り方も合わせて

検討し、外部団体との連携を進め、地域移行に向けた課題解決策を検討していく必要があります。  

 

 

Ⅱ 一人ひとりの頑張りを応援し互いに尊敬しあえるまち 

市内には、それぞれとても素晴らしい活動をされている方が多くおられます。こうした活動が更に市

内に浸透するよう後押しするとともに、お互いの頑張りに声を掛け合い、互いに認めあえる雰囲気を

つくることで、「私もやってみよう」、「自分がまちを作るんだ」という“気”を生み出し、新たなまちづくりが

生まれるきっかけを作り“人”を誇れるまちを目指します。 

 

＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画値    実績値 

公民館講座等の参加者数 
1,152 人 

（H30） 

1,300 人 

（R6） 

1,941 人 

(R6.3) 

飛騨市美術館の入館者数 
7,717 人 

（H30） 

10,000 人 

（R6） 

7,142 人 

（R5） 

 

○公民館講座等の参加者数  ＜生涯学習課＞ 

 毎年実施してきたことで定着化してきたことや、講座の案内パンフレットを見やすくしたことで参加者

数は増加傾向となりました。 

 

○飛騨市美術館の入館者数  ＜文化振興課＞ 

毎年テーマに沿った企画展等を実施してきましたが、リニューアルを実施した期間であった影響等

で未達となりました。 

 

〇 生涯学び自分を磨くことができる環境づくり 

どんな世代でも、楽しく学び、自分を磨きながら様々な人と交流することで新たな仲間づくりができ

る場を整備します。また、市民が気軽に文学や音楽、芸術などに触れる機会を増やすことで、新たな

まちづくりが生まれるきっかけづくりを促進します。 

 



 

  

 53 

 
 

① 生涯にわたって学べる環境整備の推進 

⚫ 「飛騨市市民大学（仮称）」構想を進め、全国の一流講師等による講義を受けられる

ような仕組みの構築を推進します。 

⚫ 市民が自分を磨くことができる様々な学びプログラムの造成を促進し、あわせて市民自身

が講師として教え合える仕組みづくりを推進します。 

 

（取り組み事項・評価） ＜生涯学習課＞ 

 飛騨市に暮らしながらも大学教授等による高度な講義が直接聴ける講座や、地元町歩きガイド

や薬草で健康作りといった親しみやすい講座など、子どもから大人まで全世代に向けてそれぞれのニ

ーズに沿った講座を幅広く提供しました。参加者アンケートではジャンル、学部問わず好意的な意見

が多く、満足度の高い講座が構築できました。 

 

（近年の状況・課題） 

参加者が固定化されている傾向があり、新規参加者や若年世代を更に取り込むための魅力的

な講師や世の中の話題、市の流行等を見極めた講座作りを検討していく必要があります。 

 

② 趣味を楽しみ文化芸術に触れる環境整備の推進 

⚫ 飛騨市美術館の改修等を行い、市民が気軽に文化・芸術等に触れる環境を整備すると

ともに、一流芸術家から直接学ぶことができる仕組みの構築を推進します。 

⚫ 市民が気軽に自身の創作活動を行うことができる環境を整備し、活動を発表できる機会

と場の創出を推進します。 

⚫ 飛騨河合音楽コンクールなどの経験と人脈を生かし、全国の若手アーティストが訪れ腕を

磨くことができる機会づくりを推進します。 

⚫ 飛騨市にゆかりのある芸術家等の掘り起こしと、作品のまちなか展示を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜文化振興課＞ 

 これまで光があてられてこなかった飛騨地域の作家を掘り起こし、その表現の良さが伝わるような展

示を実施してきたことで、郷土作家に触れ親しむ機会の提供ができるようになりました。また、親子ワ

ークショップや造形教室など全世代にわたって楽しめる創作の機会を提供してきたことで、文化に親し

むことができるようになり、一定の効果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

美術館の作品鑑賞や作品制作のハードルが高いと感じる市民が多いのが現状であり、子どもから

お年寄りまで、誰もが気軽に美術を観て楽しみ、作品制作を楽しむことができる機運をさらに高めて

いく必要があります。 
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（取り組み事項・評価）＜河合振興事務所＞ 

 飛騨河合音楽コンクールの積極的な情報発信や PR により、参加者も従来の 2～3 倍にあたる

50 名に迫るなど、全国から出場者が集まる大会に成長しました。各コンサートにはコンクール受賞者

を積極的に招聘することで若手音楽家の成果発表の場を創出し、市内各地をコンサート会場とす

ることに加え、若年層を入場無料化とすることで音楽文化振興の醸成を図り、一定の効果がありま

した。 

 

（近年の状況・課題） 

飛騨河合音楽コンクールは、河合町だけでなく全市的な文化普及事業になりつつあることに加え、

実質の運営を市職員で行っているため、大きな業務負担となっており、持続可能な運営体制構築

のための新たな運営体制を検討していく必要があります。 

 

〇 個性あるまちづくり活動の促進 

それぞれのまちづくり活動同士を広く周知し、お互いのまちづくり活動を知り、交流できる仕組みを

構築することで、互いに応援し評価しあえる環境づくりを推進します。また、まちづくりを担う新たな人

材の発掘と育成を行うことで、誰でもまちづくりに気軽に参加できる機運醸成を促進します。 

 

① まちづくりを担う人材の発掘・育成の推進 

⚫ 市民個人や団体が行う大小様々なまちづくり活動を発掘し、広く周知するとともに、互い

に応援し合える環境整備を推進します。 

⚫ 企業や団体、大学等と連携し、新たにまちづくりを担う人材の発掘と育成を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜まちづくり観光課＞ ＜ふるさと応援課＞ 

 まちづくり拠点「node（ノード）」を新たに整備し、この場での交流をきっかけとしたまちづくり活動

の発展や、新しいまちづくり活動創出に向け取り組みを実施しました。また、市内のまちづくり団体等

が主体となって実施するまちづくり事業を支援したほか、市制 20 周年をみんなで盛り上げるためのイ

ベントや事業に対しての支援を拡大したことで、まち全体のイベント等大きなにぎわいを見せ、一定の

効果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

まちづくり拠点「node（ノード）」は、一定の利用者があり満足度も高いものの、まだまだ市民に

も認知度が低く、まちづくり活動の発展や新しいまちづくり活動創出の段階まで至っていないのが現

状であり、担うべき役割を再整理した上で、体制の見直しが必要な状況です。 

一方で、人口減少や高齢化等により、まちづくり活動を行う人材も限られてきている中で、一定の

熟度に達している活動を新たに「まちづくり観光」のコンテンツとして提供できるような新たな仕組みづ
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くりを合わせて検討していく必要があります。 

 

（取り組み事項・評価）＜ふるさと応援課＞ 

 企業連携は、「関係法人」という新たな交流の仕組みを構築したことで今後のまちづくりの更なる

発展の可能性が大きく広がりました。また、大学連携でも飛騨市をフィールドにしたインターンシップや、

研究活動の受入を実施し、関係人口の創出や将来のまちづくりを担う可能性のある方との交流を

継続的に実施しました。 

 

（近年の状況・課題） 

企業や大学との連携では、関係人口の創出や地域課題解決のための取り組みが中心であり、

人材の発掘や育成の取り組みはどうしても時間がかかるのが課題ですが、引き続き連携を密にし継

続して取り組んでいく必要があります。 

 

② 地域のまちづくり活動の連携と創出促進 

⚫ 各団体同士の交流とまちづくり人材の育成を推進するとともに、各団体が気軽に集える拠

点整備を推進します。 

⚫ 市民が気軽に他地域のまちづくり活動やイベントに参加できる環境整備を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜ふるさと応援課＞ 

 困りごとや地域課題を資源に、人と人とのつながりと支えあいを創出する「ヒダスケ！」を開始したこ

とで、全国的にも高い評価を得ている地域を越えた助け合い体制が構築できました。また、ふるさと

納税を活用して寄附を募り、その寄附額のうち、経費を除いた額を交付する「ふるさと納税活用まち

の元気創出支援事業」を新たに開始し、立ち達磨を観光名所にするための TLSL プロジェクトや市

内最大級の花火大会の開催といったまちづくりの取り組み創出につながり、大きな成果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

 「ヒダスケ！」の市民認知度はまだ高くはなく、更なるプログラムの掘り起こしや地域外人材活用の

事例を増やしていくことが必要な状況です。また、「ふるさと納税活用まちの元気創出支援事業」に

ついても、申請団体はまだ少ない状況であるため、情報発信や制度の見直しを図りつつ取り組んで

いく必要があります。 

 

 

Ⅲ 豊かな環境と個性ある地域資源を大切にする誇り高いまち 

飛騨市にある豊かな自然環境や湿原などの自然資源、また、当市にしか存在しない歴史、文化、

科学などの貴重な地域資源は、市民の誇りであり財産です。こうした地域資源を大切にし、誇りと
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愛着を持って全国・世界に自慢できる誇り高いまちを目指します。 

 

＜事業実施指標＝KPI に対する評価と分析＞ 

事業実施指標 基準値 計画終了時    実績値 

江馬氏館跡公園の入館者数 
1,815 人 

（H30） 

3,500 

（R6） 

4,151 人 

(R6) 

エコサポーターの養成人数 
0 人 

（H30） 

10 人 

（R6） 

10 人  

(R6.3) 

 

○江馬氏館跡公園の入館者数 

 様々なイベント等を実施したことで、入館者を増やしました。 

 

○エコサポーターの養成人数 

ごみリサイクル体制強化の一つとしてエコサポーターの人材育成を行い、目標養成人数に到達し

ました。 

 

〇 地域・文化資源を大切にし自慢できる仕組みづくり 

当市にしかない地域資源を継承し存続させていく仕組みの構築と、新たな歴史資源等の掘り起

こしを推進します。また、こうした地域資源の魅力を広く全国・世界に発信することで飛騨市の認知

度向上を推進します。 

 

① 新たな地域資源・歴史資源創出と掘り起こし・磨き上げの推進 

⚫ ドローンや廃線鉄路及び鉱山のまち特有の歴史資源の利活用など、市民や団体と連携

した飛騨市特有の地域資源を活用したまちづくりの拡大を推進します。 

⚫ 鮎や棚田風景など飛騨市が全国に自慢できる地域資源を掘り起こし、地域住民や団体、

大学等と連携したブランディングを推進します。 

⚫ 国史跡指定を目指した山城の調査を推進するとともに、全国への発信と国名勝 江馬氏

館跡庭園の保存活用を推進します。 

⚫ 糸引き工女など飛騨市に関わりのある歴史の調査・研究と、市内外への周知を推進しま

す。 

⚫ ユネスコ無形文化遺産登録された古川祭の史実調査・研究を推進します。 

⚫ 天生の森、池ヶ原、深洞湿原の保全を推進するとともに、環境保護技術の向上、伝承を

支援します。 

⚫ 大学や事業者等と連携し、宇宙物理学研究の支援を推進します。 

⚫ 中心市街地の衰退が進行しないよう、景観形成地区における街並み景観の魅力を高め、

市民や来訪者が快適に過ごせる住環境の構築を促進します。 
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（取り組み事項・評価）＜神岡振興事務所＞ 

ひだ宇宙科学館カミオカラボの運営や宇宙物理学研究の支援を推進する「先端科学都市構想」

や旧神岡鉄道の廃線利活用を進める「ロストラインパーク構想」など、神岡町独自の地域資源を活

用したまちづくりを進めたことで、入込客数は増加傾向にあり、一定の効果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

上記の２つの構想に加え、市民有識者による検討をもとに、「鉱山資料館」を神岡の交流人口拡

大拠点として位置付けた「鉱都・神岡回廊構想」を策定しました。当事業を推進するにあたり、同

館のリニューアルに向けた企業・個人のふるさと納税等による財源の確保が大きな課題です。 

 

（取り組み事項・評価）＜宮川振興事務所＞ 

飛騨市宮川町種蔵集落を対象に、「飛騨市ふるさと種蔵村」を開村し、学びと体験を通して景

観保全を行うとともに、種蔵に関わりたい人をふるさと種蔵村民として随時登録し、関係人口の拡

大につなげ一定の効果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

しかし、高齢化による担い手・後継者の不足のため、関係人口の連携だけでは成り立たなくなるこ

とが目に見えており、種蔵の原風景を継承していくための新たな仕組みを検討していく必要がありま

す。 

 

（取り組み事項・評価）＜文化振興課＞ 

 国史跡の姉小路氏城跡・江馬氏城館跡は調査と保存活用を進めたことで、全国的にも話題とな

りました。また、関係人口と協働する「石棒クラブ」とともに、閉館の危機にあった飛騨みやがわ考古

民俗館の活用事業を新たに展開し、無人開館や３D 合宿の取り組みなどが全国的に話題となった

ことで、入館者や寄附が増加し、館の存続につながる成果を得ることができました。古川祭の史実調

査・研究も継続して行い、古川祭史刊行に向け計画的に進めることができました。 

 

（近年の状況・課題） 

 貴重な文化財の保存については、市で一方的に保存計画を進めるのではなく、市民や地域住民、

関係者と共に、「なぜ保存するのか、なぜ価値があるのか」といった普及活動を進め、文化財を守っ

ていく機運を醸成しながらみんなで進めていくことが重要であり、同時にその進め方が課題となってい

ます。また、山城については現地を案内できるようなガイド養成の取り組みなど、持続可能な伝承体

制強化も合わせて行う必要があります。 

 

（取り組み事項・評価）＜まちづくり観光課＞ 
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 天生の森のサイン設置、池ケ原湿原における遊歩道整備、深洞湿原では登山道の補修など、そ

れぞれのハード整備を実施したことで自然環境保全を図りました。また、関係人口に着目した人のつ

ながりで自然を守るプログラム「森スケ！」を新たに立ち上げ、自然資源の現状と課題を見える化す

ることで保全ボランティアの拡大につなげ、天蓋山における新たな登山道整備を実施したことなど、全

国的にも高い評価を得ました。また、中心市街地の街並み景観の魅力向上のために飛騨の匠文

化館リニューアルや夜間景観整備の検討を開始するなど、今後の地域資源の拡大に向けた大きな

一歩を踏み出しました。 

 

（近年の状況・課題） 

今後も「森スケ！」プログラムを活用した保全プログラムの定着を目指すとともに、重点地区を指

定し、計画的に進めていく必要があります。また、中心市街地の街並み景観の魅力向上の取り組

みを進める中で、今後は飛騨の匠文化館や夜間景観を中心とした新たな「まちづくり観光」コンテン

ツとしての体制整備を構築していく必要があります。 

 

② 文化資源継承の推進 

⚫ 地域の祭や歌舞伎、獅子舞、能、民踊等の伝統芸能、文化等を後世に継承する取り

組みを支援します。 

⚫ 貴重な伝統文化の映像を保存し、市民が気軽に閲覧できる仕組みの構築を推進します。 

⚫ 古川祭屋台の曳行の支障となる電線等の改善により、屋台の保存と曳行しやすい環境

の整備を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜文化振興課＞ 

 河合町の歌舞伎の公演や藤橋会の公演等、地元集落支援員も関わりながら、伝統芸能継承

の取り組みを支援することで、市民への普及啓発に一定の効果がありました。また、これらの映像を

記録、リスト化し、図書館の視聴覚資料として公開する取り組みに着手しました。 

 

（近年の状況・課題） 

文化継承についても担い手不足の課題が顕著であり、若い世代への継続した普及啓発が課題

となっています。また、飛騨市図書館において、伝統文化の映像をデジタルアーカイブ化して保存し、

将来に向けて着実に残していくことが必要です。 

 

（取り組み事項・評価）＜建設課＞ 

 古川祭の屋台曳行に支障となる電線の移設や地上高を上げる工事を実施してきたことや、市道

壱之町線や県道古川国府線について無電柱化事業に着手し、古川祭屋台曳行時の環境整備

に大きな成果がありました。 
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（近年の状況・課題） 

古川祭の屋台の文化財保護や街並み景観整備を目的とした無電柱化の対象路線は、大横丁

線や参之町線などまだ多くの事業費と多くの年月が必要となることが課題です。計画的に事業を進

めていくためには、財源の確保、電線管理者の協力、地域の理解が必要であり、関係機関との連

携を図りながら次期計画を着実に実行していく必要があります。 

 

 

〇 豊かな自然と水を守り後世に引き継ぐ仕組みづくり 

下水道網の完備や環境に配慮したエネルギー産業の推進、ゴミの減量化などの取り組みを着実

に実行することで、飛騨市の 93％を占める豊かな森林や、その森林が生み出すミネラル豊富な水、

そして水が育む動植物を大切に守り、後世に引き継ぐ仕組みの構築を推進します。 

 

① ゴミの減量化の推進 

⚫ 企業等との連携によるゴミ減量の取り組みを推進します。 

⚫ 市民がゴミを分別し、リサイクル回収しやすい環境整備を推進します。 

⚫ 市民との協働により不用となった物を再利用するリユース活動を支援します。 

⚫ ゴミ減量の取り組みを推進する地域のリーダーの育成を推進します。 

⚫ 学校や飲食店・宿泊施設等と連携し、食べ残し等食品廃棄の減量を推進します。 

 

（取り組み事項・評価）＜環境課＞ 

 ごみ減量化・リサイクルの推進として、24 時間資源回収ボックス、リユース広場、エコサポートかみ

おかの休日開所等の環境整備のほか、地域でごみ減量化等を推進するエコサポーター制度の人材

育成、高齢者等に対するごみ出し等の支援など、多様な施策を展開したことで一人当たり年間可

燃ゴミ排出量が減少し、一定の効果がありました。また、ごみの分別に関する情報をわかりやすく、簡

単に検索できるごみ出し支援アプリの導入や、ごみ分別の行き先を見える化した資源ごみリサイクル

ガイドを発行したことで、市民等のごみ分別に対する意識づけを図りました。 

 

（近年の状況・課題） 

ごみ分別に伴う市民の負担増加や、収集における費用の増加、ごみ処理施設の大規模改修が

必要など、様々な課題がありますが、ごみ処理コストの削減、ごみ処理施設の延命化、地域温暖

化対策の推進等のため、さらなるごみ減量化に取り組む必要があります。また、プラスチック製品の一

括回収など、新たなリサイクルの取り組みについての検討を進めていく必要があります。 

 

 

② 自然・水資源を保全する取り組みの推進 
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⚫ ゴミの不法投棄防止の取り組みを推進します。 

⚫ 下水道網の完備による河川環境の向上を推進します。 

⚫ 環境に配慮した水力発電等のクリーンエネルギー事業の誘致を推進します。 

⚫ 山林や河川等の自然環境や様々な動植物等を守り、維持する取り組みを推進します。 

⚫ 良好な営農環境及び農地の多面的機能を維持し、荒廃農地を防ぐ取り組みを推進し

ます。 

 

 

（取り組み事項・評価）＜環境課＞ 

 不法投棄対策については、定期的なパトロールや連続投棄箇所への監視カメラの設置、ごみ出し

支援アプリ等での不法投棄現場の情報発信を行い、ごみ不法投棄の早期発見と監視意識の強

化に取り組みました。また、市民や事業所と協働し、特定外来植物の除去や海洋プラスチックごみ

対策の啓発活動を推進し、一定の効果がありました。 

さらに市として「ゼロカーボンシティ宣言」を表明し、脱炭素推進ビジョンを策定するなど脱炭素化

推進に向け本格的に取り組みを開始しました。 

 

（近年の状況・課題） 

不法投棄対策については、発生した事案の当事者特定まで至っておらず、今後も警察や地域と

対策等の情報を共有し、監視体制を強化していく必要があります。 

また、脱炭素化対策については、具体のアクションプランを設定し、財源を確保しながら市全体で

脱炭素化を推進していく必要があります。 

 

 

（取り組み事項・評価）＜水道課＞ 

未整備地区であった公共下水道における船津処理区の梨ケ根・寺林地区の整備を計画通り進

め、市内全域で供用開始することができました。また、合併処理浄化槽の設置支援や下水道利用

に関する様々な啓発や情報発信により着実に下水道接続件数増加に繋げ、一定の効果がありま

した。さらに市全体の汚水処理人口普及率及び水洗化率も上昇してきており、河川環境の向上に

効果がありました。 

 

（近年の状況・課題） 

令和６年度末には市内全域で下水道施設の供用が可能となりますが、まだ多くの未接続箇所

が残っているため、今後は、下水道計画区域内外問わず、し尿汲み取りや単独処理浄化槽を利

用されている方に対し、下水道への接続や合併処理浄化槽設置を促す必要があります。 
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（取り組み事項・評価）＜農業振興課＞ 

 個人や各集落で農地や付随した水路等の管理に必要な経費を支援したことで、農地の維持・保

全につながる荒廃農地を防ぐ取り組みを推進してきましたが、その効果は限定的であり、担い手不

足などの課題が顕著で、市内では耕作放棄地が増えている現状です。 

 

（近年の状況・課題） 

農業分野でも地球環境を維持するための環境負荷を低減する取り組みが求められており、国の

「みどりの食料システム戦略」に基づき、市でも環境に配慮した農業を推進していく必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛騨市総合政策指針 
 

～ 人口減少先進地が示す 人口減少時代の処方箋 ～ 
 

 

（事務局）〒509-4292  岐阜県飛騨市古川町本町２番 22 号 

飛騨市 企画部 総合政策課 

電話：0577-73-2111（代表） FAX：0577-73-7077 

E-mail：sougouseisaku@city.hida.lg.jp 


